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水
戸
藩
駒
込
邸
の
研
究　

藩
邸
内
外
の
景
観
と
造
園
の
検
討

は
じ
め
に

　

東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
本
郷
地
区
が
加
賀
藩
邸
・
富
山
藩
邸
・
大

聖
寺
藩
邸
、浅
野
地
区
と
弥
生
地
区
、隣
接
す
る
住
宅
地
が
水
戸
藩
駒
込
邸
（
以

下
、
駒
込
邸
）
に
該
当
す
る
。
本
郷
地
区
が
加
賀
藩
邸
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
赤

門
、
心
字
池
（
現
三
四
郎
池
）、
地
境
に
残
る
石
垣
等
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
、駒
込
邸
が
あ
っ
た
こ
と
は
農
学
部
正
門
横
に
設
置
さ
れ
て
い
る「
朱

舜
水
先
生
終
焉
之
地
」
碑

（
１
）、

二
〇
〇
八
年
、
浅
野
地
区
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー

敷
地
に
保
存
修
復
を
施
し
て
展
示
さ
れ
た
徳
川
齊
昭
建
立
の
「
向
岡
記
」
碑

（
２
）

に
よ
っ
て
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
論
で
検
討
す
る
駒
込
邸
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
駒
込
邸
を
江
戸
藩
邸
の

�
つ
と
し
て
位
置
付
け
、
小
石
川
邸
、
小
梅
蔵
屋
敷
等
を
含
め
た
藩
邸
の
役
割

と
変
遷
が
検
討
さ
れ
て
い
る（

３
）。駒

込
邸
は
彰
考
館
の
前
身
の
史
館
が
置
か
れ
、

明
の
学
者
朱
舜
水
の
屋
敷
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
徳
川
頼
房
、
徳
川
光
圀
、
徳
川

齊
昭
を
は
じ
め
と
す
る
歴
代
藩
主
の
研
究
中
で
駒
込
邸
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
は
あ
る
が
、
小
石
川
邸
、
小
石
川
後
楽
園
の
よ
う
に
藩
史
研
究
や
庭
園
史
の

な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

　

東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
は
、
浅
野
地
区
タ
ン
デ
ム
棟
建
設
予
定
地
の

調
査
以
降
、
駒
込
邸
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
き
た
が
、
駒
込
邸
の
絵
図
が
存
在

し
な
か
っ
た
こ
と
、
明
治
時
代
以
降
の
開
発
に
よ
っ
て
遺
跡
が
破
壊
さ
れ
、
藩

邸
の
分
析
に
不
可
欠
な
建
物
跡
の
遺
構
が
失
わ
れ
た
た
め
「
殿
舎
（
表
御
殿
・

裏
御
殿
）」
区
域
と
「
長
屋
・
役
所
」
区
域
の
位
置
が
不
明
で
、
遺
跡
の
評
価

が
困
難
で
あ
っ
た

（
４
）。

し
か
し
、
二
〇
〇
七
年
十
�
月
、『
向
陵
彌
生
町
舊
水

戸
邸
繪
図
面
』（
筆
者
蔵
）
が
発
見
さ
れ
る
（
図
１
・
２
）。
こ
の
絵
図
を
発
掘

調
査
の
成
果
、
地
籍
図
の
分
析
、
駒
込
邸
関
連
史
料
等
か
ら
総
合
的
に
検
証
し

た
結
果
、
駒
込
邸
の
絵
図
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
遺
跡
の
評
価
と
駒
込

邸
の
研
究
に
新
た
な
課
題
を
与
え
た
。

　

本
論
は
『
東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
調
査
研
究
報
告
書
９　

浅
野
地
区

Ⅰ
』
の
成
果
に
、
駒
込
邸
の
庭
園
と
景
観
を
描
い
た
『
向
岡
記
』（
㈶
水
府
明

徳
会
彰
考
館
徳
川
博
物
館
蔵
）
の
分
析
を
加
え
水
戸
藩
駒
込
邸
内
外
の
景
観
と

造
園
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

 
水
戸
藩
駒
込
邸
の
研
究　

藩
邸
内
外
の
景
観
と
造
園
の
検
討

原　
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四
二

図１　『向陵彌生町舊水戸邸繪図面』（筆者蔵）

図２　『向陵彌生町舊水戸邸繪図面』トレース（　）筆者加筆
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水
戸
藩
駒
込
邸
の
研
究　

藩
邸
内
外
の
景
観
と
造
園
の
検
討

第
一
章　

向
ヶ
岡
弥
生
町
の
歴
史

一
．
向
ヶ
岡
弥
生
町
の
由
来
と
駒
込
邸

　

向
ヶ
岡
弥
生
町
は
明
治
五
（
�
八
七
二
）
年
に
名
付
け
ら
れ
る
。「
向
ヶ
岡
」

は
「
忍
ヶ
岡
」（
上
野
の
岡
）
か
ら
見
て
向
こ
う
の
側
の
岡
を
示
す
。「
向
ヶ
岡
」

の
範
囲
に
つ
い
て
、
太
田
蜀
山
人
は
『
向
岡
閑
話　

上
巻
』（

５
）

の
中
で
「
思

ふ
に
西
の
丸
の
辺
よ
り
駿
河
台
に
つ
ゞ
き
、
本
郷
池
の
端
の
つ
ゞ
き
て
、
向
ひ

が
岡
と
い
ひ
し
か
も
し
ら
ず
。
今
も
忍
ば
ず
の
池
の
む
か
ふ
、
榊
原
侯
の
屋
敷

の
辺
を
も
、
向
が
岡
と
よ
ぶ
は
こ
れ
な
ら
ん
か
し
。」
と
記
し
て
お
り
「
榊
原

侯
の
屋
敷
」（
高
田
藩
榊
原
家
）
辺
り
も
向
ヶ
岡
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
「
弥
生
」
は
、
徳
川
齊
昭
が
駒
込
邸
に
建
立
し
た
「
向
岡
記
」
碑
の
碑
文
の

「
文
政
十
萬
梨
�
登
勢
止
移
布
年
能
夜
余
秘
能
十
日
」（
文
政
十
�
年
弥
生
十
日
）

か
ら
と
ら
れ
た
。
�
部
の
地
名
事
典
に
は
由
来
を
あ
い
ま
い
に
し
て
い
る
も
の

が
あ
る
が
、
東
京
都
公
文
書
館
蔵
の
拓
本
『
向
岡
記
』
の
裏
書
に
は
、「
右
向

岡
記
係
水
府
烈
公
撰
幷
書
今
在
向
岡
彌
生
町
御
水
戸
邸
址
彌
生
町
名
所
由
起
也

　

東
京
府
記
録
掛　

小
宮
山
（
朱
印
）」
と
記
さ
れ
、
碑
文
が
町
名
の
由
来
で
、

駒
込
邸
は
向
ヶ
岡
弥
生
町
の
範
囲
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
拓

本
は
東
京
府
の
地
理
誌
編
纂
総
修
を
務
め
た
小
宮
山
綏
介
（
元
水
戸
藩
士 
江

戸
時
代
は
南
梁
を
名
乗
る
）
に
よ
る
手
拓
と
考
え
ら
れ
、
彼
が
東
京
府
在
職
中

の
明
治
十
（
�
八
七
七
）
年
か
ら
明
治
二
十
�
（
�
八
八
八
）
年
ま
で
の
間
に

手
拓
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

水
戸
藩
は
元
和
八
（
�
六
二
二
）
年
、
向
ヶ
岡
（
神
田
台
と
記
載
さ
れ
る
）

に
下
屋
敷
を
拝
領
す
る
。
元
禄
六（
�
六
九
三
）年
、下
屋
敷
が
中
屋
敷
と
な
り
、

天
保
六
（
�
八
三
五
）
年
、
北
側
に
隣
接
す
る
安
志
藩
下
屋
敷
を
相
対
替
に
よ

り
取
得
、地
続
き
の
抱
屋
敷
を
買
得
す
る
（
表
１
）。
駒
込
邸
は
「
駒
込
邸
」、「
駒

込
別
荘
」
な
ど
と
呼
ば
れ
別
荘
と
し
て
使
用
さ
れ
た
他
、小
石
川
邸
（
上
屋
敷
）

が
被
災
し
た
際
の
避
難
場
所
で
あ
っ
た
。
明
暦
の
大
火
（
明
暦
三
（
�
六
五
七
）

　

表
１　

水
戸
藩
江
戸
藩
邸
の
変
遷

年　
　
　

代

江
戸
水
戸
藩
邸
（
上
屋
敷
・
中
屋
敷
・
下
屋
敷
）

元
和
六
（
�
六
�
六
）
年
閏
十
二
月
水
戸
藩
江
戸
藩
邸
、
江
戸
城
内
の
松
原
小
路
に
完
成

（
１
）。

元
和
八
（
�
六
二
二
）
年
八
月

本
郷
駒
込
（
神
田
台
）
に
下
屋
敷
を
拝
領
。

寛
永
元
（
�
六
二
四
）
年
十
�
月

浅
草
谷
島
（
矢
島
）
に
蔵
屋
敷
を
拝
領
。
浜
屋
敷
、
浜
町
屋
敷

な
ど
と
呼
ば
れ
る
別
邸
と
な
り
、
中
屋
敷
な
る
。

寛
永
六
（
�
六
二
九
）
年
閏
二
月

小
石
川
に
屋
敷
を
拝
領
。

寛
永
六
（
�
六
二
九
）
年
九
月

藩
邸
が
竣
工
し
初
代
藩
主
頼
房
が
小
石
川
に
居
を
移
す
。

明
暦
三
（
�
六
五
七
）
年
�
月

江
戸
の
大
火
で
江
戸
城
内
の
屋
敷
が
類
焼
。
幕
府
は
そ
の
地
を

取
り
上
げ
る
か
わ
り
に
、
小
石
川
の
屋
敷
を
拡
張
し
て
与
え
、

上
屋
敷
（
は
じ
め
七
万
六
六
九
九
坪
、
の
ち
九
万
九
七
五
三
坪
）

と
し
た
。

元
禄
六
（
�
六
九
三
）
年
十
月

浜
屋
敷
を
本
所
小
梅
屋
敷
と
交
換
。
駒
込
を
中
屋
敷

（
五
万
四
二
〇
〇
坪
）、小
梅
屋
敷
を
下
屋
敷
（
�
万
八
五
〇
〇
坪
）

と
し
た
。

宝
永
三
（
�
七
〇
六
）
年
十
月

宝
永
三
（
�
七
〇
六
）
年
十
月
、
駒
込
邸
の
東
側
の
�
部
が
上

地
と
な
る
。

天
保
六
（
�
八
三
五
）
年
九
月

北
隣
り
の
安
志
藩
小
笠
原
家
の
下
屋
敷
を
相
対
替
に
よ
り
取
得

し
、
合
わ
せ
て
そ
の
地
続
き
の
抱
屋
敷
を
買
得
す
る

（
２
・
３
）。

明
治
二
（
�
八
六
九
）
年

明
治
政
府
駒
込
邸
を
公
収
。

１ 

．
茨
城
県
史
編
さ
ん
近
世
史
第
�
部
会
�
九
七
〇
『
水
戸
紀
年
�　

威
公
』『
茨
城
県
史
料　

近
世
政

治
編
Ⅰ
』
茨
城
県
発
行p.441

２ 

．
国
会
図
書
館
蔵
「
安
政
三
辰
年
十
月
調　

下
谷　

谷
中
本
村　

東
叡
山　

下
駒
込
村　

根
津　

新
堀

村　

谷
中　

金
杉
村　

�
圓
之
繪
圖　

弐
拾
壱
元
」　

安
政
三
（
�
八
五
六
）『
御
府
内
場
末
往
還
其

外
沿
革
圖
書
』
21
元
上
（
旧
幕
引
継
書
）

３ 
．
安
政
三
年
（
�
八
五
六
）『
諸
向
地
面
取
調
書
』
第
�
巻　

第
�
冊　

御
三
家
・
國
持
・
柳
之
間
・

交
代
寄
合　

御
三
家　

水
戸
中
納
言
殿　

史
籍
研
究
會
�
九
八
二
『
諸
向
地
面
取
調
書
（
�
）』
内
閣

文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
第
十
四
巻　

汲
古
書
院p.9

　

 　

こ
の
他
、
鈴
木
暎
�
二
〇
〇
六
『
徳
川
光
圀
』
人
物
叢
書
新
装
版　

日
本
歴
史
学
会
編
集　

吉
川

弘
文
館
発
行
、
文
京
区
遺
跡
調
査
会
二
〇
〇
〇
「
第
Ⅳ
章　

水
戸
藩
関
係
文
献
調
査
の
成
果
」『
春
日

町
遺
跡
第
Ⅲ
・
Ⅳ
地
点　

文
京
区
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
第
二
十
集
』
等
を
引
用
し
た
。
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四

年
）
で
は
、
小
石
川
邸
が
新
築
さ
れ
る
ま
で
藩
邸
の
機
能
が
駒
込
邸
に
移
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
明
暦
の
大
火
後
、
徳
川
光
圀
が
駒
込
邸
に
あ
っ
た
茶
屋
に
彰

考
館
の
前
身
の
史
館
を
置
き
、
編
纂
事
業
を
開
始
す
る
。
こ
の
他
邸
内
の
施
設

に
つ
い
て
『
茨
城
県
史
料
』
等
に
殿
舎
（
表
御
殿
・
裏
御
殿
）、
長
屋
と
役
所

の
建
物
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

二
．
明
治
時
代
以
降
の
駒
込
邸

　

駒
込
邸
は
明
治
二
（
�
八
六
九
）
年
、
明
治
政
府
に
公
収
さ
れ
る
。
東
京
府

は
空
き
地
と
な
っ
た
武
家
地
を
耕
作
地
化
し
輸
出
品
の
茶
、
絹
糸
を
生
産
し
、

外
貨
を
稼
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
茶
桑
政
策
を
実
施
し
た
。
駒
込
邸
跡
地
で
は

明
治
六
（
�
八
三
五
）
年
陸
軍
省
用
地
、
文
部
省
用
地
等
に
な
る
ま
で
水
戸

藩
士
に
よ
る
茶
、
桑
の
栽
培
が
行
わ
れ
た

（
６
）。

そ
の
後
、
向
ヶ
岡
弥
生
町
は
、

警
視
局
（
庁
）
用
地
（
射
的
場
、
梅
毒
検
査
所
）、
東
京
府
用
地
（
東
京
府
癲

狂
院
、
東
京
府
避
病
院
）、
第
�
高
等
学
校
な
ど
を
経
て
、
現
在
、
東
京
大
学

と
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

明
治
九
（
�
八
七
六
）
年
、
東
京
府
用
地
と
文
部
省
用
地
、
現
在
の
浅
野
地

区
と
北
側
住
宅
地
、
西
側
住
宅
地
が
警
視
局
（
庁
）
用
地
と
な
り
、
射
的
場
が

建
設
さ
れ
る
。
射
的
場
は
不
平
士
族
の
鎮
圧
を
主
目
的
に
建
設
さ
れ
た
施
設

で
、
明
治
七
（
�
八
七
四
）
年
、
上
野
に
建
設
さ
れ
た
射
的
場
の
代
替
施
設
と

し
て
計
画
さ
れ
明
治
九
（
�
八
七
六
）
年
五
月
に
建
設
予
定
地
が
警
視
局
用
地

と
な
り
建
設
を
開
始
す
る
。
明
治
十
（
�
八
七
七
）
年
�
月
十
五
日
会
場
式
が

行
わ
れ
「
狙
撃
演
習
」
が
開
始
さ
れ
る
。
西
南
戦
争
で
は
、
九
州
等
に
派
遣

さ
れ
た
巡
査
、
九
、五
〇
〇
名
の
中
に
は
、
府
内
の
第
�
大
区
か
ら
第
六
大
区

の
演
習
場
で
「
銃
術
演
習
」
と
上
野
と
向
ヶ
岡
弥
生
町
で
「
狙
撃
演
習
」
を

行
っ
た
巡
査
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
浅
野
地
区　

61
工
学
部
武
田

先
端
知
ビ
ル
地
点
（
数
字
は
登
録
番
号
）
で
は
射
場
の
出
入
口
を
検
出
し
、
射

場
の
埋
土
か
ら
小
銃
の
弾
丸
が
出
土
し
て
い
る
。
西
南
戦
争
終
結
後
の
明
治

十
�
（
�
八
七
八
）
年
二
月
十
七
～
十
九
日
（
二
月
十
七
日
は
西
郷
隆
盛
が
熊

本
に
向
け
て
進
軍
を
開
始
し
た
日
）、
警
察
関
係
者
五
七
〇
余
名
が
参
加
し
て

射
的
会
が
行
わ
れ
る

（
７
）。

こ
の
射
的
会
以
降
、
射
的
場
は
軍
事
演
習
場
か
ら
、

射
的
会
会
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
明
治
十
五
（
�
八
八
二
）

年
七
月
三
日
、
明
治
天
皇
が
出
席
し
て
天
覧
射
的
会
が
行
わ
れ
る
。
天
覧
射

的
会
は
、
同
年
に
四
回
、
明
治
十
六
（
�
八
八
三
）
年
に
二
回
、
明
治
十
七

（
�
八
八
四
）
年
に
�
回
行
わ
れ
た
（
現
在
ま
で
で
確
認
で
き
た
回
数
）。
明
治

十
五
（
�
八
八
二
）
年
、
警
視
庁
用
地
の
う
ち
射
的
場
関
連
施
設
が
宮
内
省
用

地
と
な
り

（
８
）、

射
的
場
は
宮
内
省
用
地
の
ま
ま
「
東
京
共
同
射
的
会
社
」（
現

社
団
法
人
日
本
ラ
イ
フ
ル
射
撃
協
会
）
の
射
的
場
と
な
る
。「
東
京
共
同
射
的

会
社
」
は
西
郷
従
道
、
川
村
純
義
、
村
田
経
芳
ら
陸
軍
、
海
軍
、
警
視
庁
、
宮

内
省
等
の
関
係
者
が
発
起
人
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
会
社
で

（
９
）、

射
的
場
が

「
官
民
有
志
者
の
共
同
射
的
會
社
新
に
成
り
、
諸
事
整
備
」
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

十
�
月
十
七
日
に
天
覧
射
的
会
が
行
わ
れ
る
。
射
的
会
に
は
、
明
治
天
皇
、
皇

族
関
係
者
、
ロ
シ
ア
代
理
公
使
、
イ
タ
リ
ア
公
使
が
招
か
れ
、
射
的
場
東
側
の

警
視
庁
用
地
に
建
設
さ
れ
た
「
弥
生
亭
」（
弥
生
舎
）
で
射
的
会
の
表
彰
式
と

酒
宴
が
行
わ
れ
る
。
庭
園
に
電
気
燈
が
灯
さ
れ
不
忍
池
に
烟
火
が
掲
げ
ら
れ
、

参
加
者
は
不
忍
池
の
景
観
と
庭
園
の
景
観
を
楽
し
ん
だ
（
史
料
１
）。
同
年
七

月
三
日
の
天
覧
射
的
会
で
明
治
天
皇
は
表
彰
式
と
酒
宴
が
終
了
し
た
夜
、
皇
居
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藩
邸
内
外
の
景
観
と
造
園
の
検
討

に
戻
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

（
10
）、「

弥
生
亭
」
は
七
月
三
日
の
射
的
会
ま
で
に
は

建
設
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
弥
生
亭
」
に
つ
い
て
は
「
向
ヶ
岡
の
彌

生
館
は
紅
葉
館
に
も
ひ
っ
て
き
す
べ
き
宏
壮
の
建
築
」「
目
下
鐡
管
を
伏
せ
て

噴
き
井
戸
を
設
け
ら
れ
る
ゝ
最
中
」（

11
）

と
あ
り
「
弥
生
亭
」
は
後
に
芝
公
園

に
建
設
さ
れ
た
紅
葉
館
（
後
の
弥
生
館
）
に
匹
敵
す
る
「
宏
壮
の
建
築
」
で
、

庭
園
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
（
�
八
八
七
）
年
に
警
視
庁
用
地

は
警
視
総
監
三
島
通
庸
と
浅
野
家
の
間
で
話
が
ま
と
ま
り
、
浅
野
家
に
譲
り
渡

さ
れ
る

（
12
）。

現
在
、
言
問
通
り
で
分
断
さ
れ
て
い
る
浅
野
地
区
と
北
側
の
宅
地

が
警
視
庁
用
地
で
、
浅
野
地
区
北
側
は
宅
地
化
し
、
浅
野
地
区
理
学
部
３
号
館

と
タ
ン
デ
ム
加
速
器
研
究
施
設
の
間
に
浅
野
侯
爵
邸
、
低
温
セ
ン
タ
ー
か
ら
情

報
基
盤
セ
ン
タ
ー
の
辺
り
に
浅
野
侯
爵
邸
別
邸
が
建
設
さ
れ
た
。
浅
野
家
敷
地

は
昭
和
十
六
～
十
九
（
�
九
四
�
～
�
九
四
三
）
年
に
か
け
て
東
京
大
学
の
敷

地
と
な
る
。
浅
野
地
区
の
名
称
は
浅
野
家
敷
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
由
来
と
す
る
。

　

�
方
、
弥
生
地
区
は
東
京
府
用
地
で
避
病
院
（
コ
レ
ラ
病
院
）、
東
京
府
癲

狂
院
（
精
神
病
院
、
現
都
立
松
沢
病
院
）
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
明
治
十
四

（
�
八
八
�
）
年
に
上
野
か
ら
向
ヶ
岡
弥
生
町
の
東
京
府
用
地
に
移
転
し
た
東

京
府
癲
狂
院
は
、
明
治
十
九
（
�
八
八
六
）
年
、
射
的
場
の
騒
音
被
害
と
被
弾

被
害
の
た
め
小
石
川
駕
籠
町
に
移
転
す
る

（
13
）。

同
年
、
東
京
府
用
地
に
第
�

高
等
中
学
校
建
設
計
画
が
出
さ
れ
、明
治
二
十
二
（
�
八
八
九
）
年
竣
工
す
る
。

史
料
１

「（
明
治
十
五
年
十
�
月
）十
七
日　

官
民
有
志
者
の
共
同
射
的
會
社
新
に
成
り
、

諸
事
整
備
し
た
る
を
以
て
是
の
日
午
前
九
時
三
十
分
御
出
門
、
向
ヶ
岡
射
的
場

に
行
幸
あ
ら
せ
ら
れ
、
同
社
社
員
た
る
軍
人
・
警
視
そ
の
他
の
競
技
を
覧
た
ま

ふ
、
嘉
彰
親
王
・
貞
愛
親
王
・
能
久
親
王
及
び
露
西
亜
國
代
理
公
使
ロ
ー
マ
ン
・

ロ
ー
ゼ
ン
、伊
太
利
國
代
理
公
使
エ
・
マ
ル
タ
ン
・
ラ
ン
チ
ャ
ー
レ
ス
等
を
召
し
、

陪
覧
せ
し
た
ま
ふ
、
畢
り
て
弥
生
亭
に
成
ら
せ
ら
れ
、
高
點
者
に
賞
品
を
賜
ひ
、

陪
覧
諸
員
に
酒
肴
を
賜
ふ
、
午
後
七
時
二
十
分
還
幸
あ
ら
せ
ら
る
、
是
の
忍
池

畔
に
於
て
烟
火
を
掲
げ
、
又
海
軍
省
は
彌
生
亭
庭
内
に
電
氣
燈
を
點
じ
て
、
宸

興
を
添
ふ
、（
後
略
）」（
宮
内
庁
�
九
七
�
『
明
治
天
皇
紀　

第
五
』
吉
川
弘

文
館p.817

）

第
二
章　

駒
込
邸
の
景
観

一
．
殿
舎
（
表
御
殿
・
裏
御
殿
）
の
位
置
と
景
観

　

江
戸
時
代
の
遺
跡
を
研
究
対
象
と
す
る
近
世
考
古
学
に
お
い
て
調
査
地
点
が

大
名
屋
敷
の
「
殿
舎
（
表
御
殿
・
裏
御
殿
）」
区
域
で
あ
っ
た
か
「
長
屋
・
役
所
」

区
域
で
あ
っ
た
か
は
遺
跡
を
評
価
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
殿
舎
（
表
御

殿
・
裏
御
殿
）
の
景
観
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
史
料
か
ら
実
際
の
位
置
を
推
定
す
る
。

『
向
陵
彌
生
町
舊
水
戸
邸
繪
図
面
』
に
表
御
殿
の
記
載
は
な
い
が
、
裏
御
殿
を
示

す
「
長
局
」
の
記
述
が
あ
る
。
史
料
に
は
忍
ヶ
岡
と
不
忍
池
の
景
観
に
関
す
る

記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、『
明
治
十
六
年
陸
軍
参
謀
本
部
測
量
原
図
』（

14
）

の
等

高
線
か
ら
断
面
図
を
作
成
し
、
不
忍
池
の
景
観
を
検
討
す
る
と

（
15
）、

射
場
の
防

護
壁
に
よ
っ
て
不
忍
池
が
見
え
な
い
範
囲
が
あ
る
が
、
不
忍
池
は
、
概
ね
現
在

の
弥
生
地
区
、
浅
野
地
区
ど
ち
ら
か
ら
も
眺
望
可
能
で
、
東
側
の
台
地
の
突
端

（
現
在
の
浅
野
地
区
）
に
近
づ
く
と
不
忍
池
は
よ
り
大
き
く
見
え
る
。
不
忍
池
の

景
観
を
最
大
限
に
得
る
た
め
に
は
、
藩
邸
の
東
側
、
よ
り
不
忍
池
に
近
い
場
所



四
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に
殿
舎
（
表
御
殿
）
を
建
設
す
れ
ば
良
い
。
そ
こ
で
景
観
に
関
す
る
記
述
を

　

①
位
置

　

②
高
さ

　

③
方
向

　

④
対
象
物
（
景
色
・
構
造
物
・
建
物
な
ど
）

に
分
類
、
検
討
し
、
史
料
の
位
置
情
報
化
を
行
い
殿
舎
（
表
御
殿
）
の
位
置
を

推
定
す
る
。

　
（
史
料
２
）
は
、
光
圀
が
東
叡
山
麓
（
忍
ヶ
岡
）
に
植
え
た
桃
を
、
殿
舎
（
表

御
殿
）
か
ら
眺
め
た
史
料
で
、
年
代
は
邸
内
が
整
備
さ
れ
た
明
暦
の
大
火
後
の

記
録
と
考
え
ら
れ
る
。
①
は
「
駒
込
の
御
別
荘
」。
②
は
「
見
渡
し
」
か
ら
あ

る
程
度
高
さ
の
あ
る
場
所
。
③
は
忍
ヶ
岡
と
駒
込
邸
と
の
位
置
関
係
か
ら
表
御

殿
か
ら
東
側
を
眺
め
て
い
る
。
④
は
「
し
の
は
す
の
池
」（
不
忍
池
）
と
「
東

叡
山
の
麓
」（
忍
ヶ
岡
）
に
植
樹
し
た
「
桃
」
が
対
象
で
あ
る
。
以
上
か
ら
（
史

料
２
）
に
は
、
①
～
④
の
情
報
す
べ
て
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
史
料
の
よ
う
に
桃

の
花
の
眺
め
を
楽
し
ん
だ
例
に
、
芸
州
浅
野
家
の
庭
園
で
あ
る
広
島
市
縮
景
園

例
が
あ
る
。
縮
景
園
は
中
国
の
西
湖
を
縮
景
し
た
庭
園
で
、「
蘇
堤
」
の
「
跨

虹
橋
」「
映
波
橋
」
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。「
縮
景
園
八
景
図
」
の
「
長
堤
桃
花
」

は
、
縮
景
園
に
対
峙
す
る
京
橋
川
対
岸
の
大
須
町
河
岸
に
桃
を
植
樹
し

（
16
）「

西

湖
十
景
」
の
�
つ
「
蘇
堤
春
暁
」（

17
）

を
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
縮
景
園
の
「
長

堤
桃
花
」か
ら
、光
圀
が
願
い
出
た
桃
の
植
樹
は
、不
忍
池
を
西
湖
に
見
立
て「
蘇

堤
春
暁
」
の
景
観
を
再
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
光
圀
は
、
小
石
川
後
楽

園
に
朱
舜
水
の
意
見
を
用
い
、
中
国
の
風
景
を
取
り
入
れ
た
西
湖
堤
を
再
現
し

た
他
、
水
戸
の
千
波
湖
の
堤
に
柳
を
植
樹
し
「
柳
か
堤
」
と
名
付
け
、
千
波
湖

を
西
湖
に
見
立
て
「
蘇
堤
春
暁
」
を
再
現
し
て
い
る
（
史
料
３
）。

　
（
史
料
４
）
は
、
齊
昭
が
藩
主
に
就
任
す
る
前
後
の
史
料
で
、
文
政
十

（
�
八
二
七
）
年
十
�
月
二
十
四
日
夜
、
小
石
川
邸
の
表
坊
主
部
屋
か
ら
起
き

た
火
災
に
よ
っ
て
本
殿
守
が
焼
失
し
、
齊
昭
が
駒
込
邸
に
避
難
し
て
い
る
。
記

さ
れ
た
景
観
は
年
代
か
ら
『
向
陵
彌
生
町
舊
水
戸
邸
繪
図
面
』
の
邸
内
の
状
況

を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
①
は
避
難
し
た「
駒
込
の
別
邸
」で
あ
る
。
②
は
は
っ

き
り
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
（
史
料
２
）
の
よ
う
に
あ
る
程
度
高
さ
の
あ
る
場

所
。
③
は
忍
ヶ
岡
と
駒
込
邸
と
の
位
置
関
係
か
ら
東
を
眺
め
て
い
る
。
④
は「
上

野
東
叡
山
」（
忍
ヶ
岡
）、「
邸
を
環
て
老
杉
長
松
圍
み
都
下
紅
塵
中
自
ら
仙
境

を
な
せ
り
」
は
庭
園
の
景
観
で
あ
る
。

　

光
圀
の
（
史
料
２
）、齊
昭
の
（
史
料
４
）
は
ど
ち
ら
も
、表
御
殿
か
ら
「
忍
ヶ

岡
」
を
眺
望
し
た
点
で
�
致
、
両
時
代
で
殿
舎
の
位
置
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
光
圀
は
不
忍
池
を
西
湖
に
見
立
て
て
お
り
、
不
忍
池
の

借
景
は
、
駒
込
邸
の
設
計
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
２

「
武
州
駒
込
の
御
別
荘
よ
り
し
の
は
す
の
池
を
見
渡
し
風
色
面
白
か
り
け
る
に
、

そ
れ
よ
り
御
覧
の
た
め
、
其
趣
を
御
門
主
へ
御
願
ひ
あ
り
て
、
東
叡
山
の
麓
に

桃
多
く
御
植
さ
せ
御
遠
望
な
さ
れ
候
」（『
桃
源
遺
事
』
千
葉
新
治
編
�
九
〇
九

『
義
公
叢
書
』
国
会
図
書
館
蔵p.197

）

史
料
３

「
水
戸
城
邊
の
千
波
湖
の
池
は
湖
水
と
も
い
ふ
へ
き
ほ
と
の
池
な
り
、
其
中
に
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藩
邸
内
外
の
景
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と
造
園
の
検
討

堤
あ
り
長
十
八
丁
此
堤
を
行
か
ふ
人
多
し
、
さ
れ
ば
炎
天
に
木
陰
な
く
行
人
の

暑
に
く
る
し
ま
ん
事
思
召
、
又
其
景
色
の
た
め
に
西
湖
の
蘇
堤
に
な
ぞ
ら
へ
、

兩
岸
に
楊
柳
を
ひ
し
と
御
植
さ
せ
、
柳
か
堤
と
御
名
付
候
、
そ
れ
よ
り
し
て
夏

日
の
あ
つ
き
日
も
柳
陰
つ
ら
な
り
影
涼
し
く
、
堤
に
い
こ
ふ
者
お
ほ
く
、
四
時

の
景
色
又
こ
と
な
り
（
後
略
）」（『
桃
源
遺
事
』
千
葉
新
治
編
�
九
〇
九
『
義

公
叢
書
』
国
会
図
書
館
蔵pp.198-199

）

史
料
４

「
文
政
十
年
十
�
月
二
十
四
日
夜
小
石
川
邸
殿
舎
火
を
失
し
て
悉
く
灰
燼
と
な

れ
り
（
中
略
）
公
は
生
母
外
山
氏
と
駒
込
の
別
邸
に
移
り
ぬ
抑
も
此
邸
は
向
岡

と
て
上
野
東
叡
山
と
相
對
峙
邸
を
環
て
老
杉
長
松
圍
み
都
下
紅
塵
中
自
ら
仙
境

を
な
せ
り
公
此
間
に
あ
り
て
日
夕
心
を
和
漢
古
今
の
書
に
潛
め
大
に
得
る
所

あ
り
し
と
ぞ
此
頃
の
作
な
り
し
警
語
及
び
國
文
を
左
に
擧
ぐ
」（
吉
川
弘
文
館

�
九
七
〇
「
巻
�
第
�
章　

烈
公
の
少
壮
時
代
」『
水
戸
藩
史
料
別
記
上
』
明

治
三
十
年
五
月
刊
の
再
版p.18,pp.19-20

）

二
．
表
門
の
位
置

　

表
門
の
位
置
は
、
殿
舎
の
位
置
を
検
討
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
�
般
に
絵

図
に
は
、
表
門
の
向
き
を
頭
に
し
て
屋
敷
名
・
寺
社
名
を
記
す
と
さ
れ
る
。『
寛

永
江
戸
全
図
』（

18
）

で
は
、
駒
込
邸
を
示
す
「
水
戸
中
納
言
殿　

下
屋
敷
」
の

記
述
は
現
在
の
本
郷
通
り
側
が
頭
に
な
っ
て
い
る
。
後
の
『
江
戸
切
絵
図
』
で

も
駒
込
邸
を
示
す
「
水
戸
殿
」
も
同
じ
向
き
で
あ
る
。

　
『
向
陵
彌
生
町
舊
水
戸
邸
繪
図
面
』
に
は
三
つ
の
門
が
描
か
れ
て
い
る
。
現

在
の
現
本
郷
通
り
側
の
門
に「
御
裏
御
門
」、藩
邸
の
南
側
の
門
に「
切
手
御
門
」、

東
側
の
門
に
「
清
水
御
門
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
屋
敷
名
の
向
き
で
は
藩
邸
西

側
の
門
が
表
門
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
表
門
と
さ
れ
る
門
に
は
「
御
裏
御
門
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。「
切
手
御
門
」
の
東
側
に
隣
接
す
る
東
淵
寺
は
駒
込
邸
の

南
端
に
隣
接
す
る
寺
で『
御
府
内
寺
社
備
考
』（

19
）

に
絵
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

絵
図
に
よ
れ
ば
「
切
手
御
門
」
に
至
る
道
に
「
水
戸
殿
表
門
通
り
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
以
上
か
ら
、
表
門
は
藩
邸
の
南
側
に
あ
る
門
で
、
絵
図
の
記
述
は
配

置
上
の
都
合
な
ど
で
本
来
の
形
式
が
変
更
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、「
切

手
御
門
」
の
位
置
か
ら
殿
舎
（
表
御
殿
・
裏
御
殿
）
は
現
在
の
浅
野
地
区
に
あ
っ

た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

三 

．
㈶
水
府
明
徳
会
彰
考
館
徳
川
博
物
館
蔵
『
向
岡
記
』
の
景
観
と
『
向
陵

彌
生
町
舊
水
戸
邸
繪
図
面
』
の
施
設

　
『
向
岡
記
』
は
庭
園
図
と
碑
文
か
ら
成
る
。「
向
岡
記
」
碑
が
置
か
れ
た
殿
舎

（
表
御
殿
）
の
庭
園
と
忍
ヶ
岡
、不
忍
池
の
景
観
が
描
か
れ
、「
信
義
筆
（
朱
印
）」

銘
が
記
さ
れ
て
い
る
。
庭
園
に
は
「
向
岡
記
」
碑
と
桜
が
描
か
れ
、
碑
は
「
向

岡
記
」
碑
の
形
状
、
割
れ
を
正
確
に
写
し
碑
文
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

記
さ
れ
て
い
る
碑
文
の
書
体
と
内
容
は
、
実
際
に
碑
に
刻
ま
れ
た
も
の
と
同

じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
齊
昭
の
書
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
『
向
岡
記
』
は
碑

の
建
立
後
に
齊
昭
が
「
信
義
」
な
る
絵
師
に
表
御
殿
の
庭
園
図
を
描
か
せ
、
齊

昭
自
ら
「
向
岡
記
」
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
向
岡
記
』
に
描
か
れ
た
景
観
を
「
忍
ヶ
岡
」「
低
地
」「
向
ヶ
岡
」
の
三
つ

に
分
割
し
、描
か
れ
た
要
素
を
「
位
置
」「
地
形
」「
建
造
物
」「
植
生
」
に
分
類
、
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図 3　『向岡記』に描かれた忍ヶ岡、不忍池、向ヶ岡の景観

松、杉か檜、広葉樹

白い花の木

鎮守の杜弁才天他
生池院鳥居

船不忍池中島

東照宮

町屋

塔

寛永寺本坊忍ヶ岡 清水観音堂

橋

林
植木鉢

向岡記

桜
桜桜

桜

1 2 3

1 2

1 2 3

低地

出店

松・針葉樹の林

向ケ岡

　　『向岡記』㈶水府明徳会彰考館徳川博物館蔵より作成

図 4　駒込邸の庭園と「向岡記」碑の推定位置、駒込邸正門から殿舎、回遊式庭園までの順路

切
手
御
門

中
門

清
水

御
門

崩
下
通
り

東

水
戸
殿
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通
り

道

山
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池

井戸
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S 字の坂
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寺地・町地

塀
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1 2 3

忍ヶ岡・不忍池

　　『向陵彌生町舊水戸邸繪図面』（筆者蔵）より作成
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水
戸
藩
駒
込
邸
の
研
究　

藩
邸
内
外
の
景
観
と
造
園
の
検
討

検
討
す
る
（
図
３
、
表
２
）。

表
２　
「
向
岡
記
」
の
景
観
分
析　

忍
ヶ
岡
、
低
地
、
向
ヶ
岡
の
地
形
・
建
造
物
等
・
植
生

忍
ヶ
岡

位

置

１

２

３

地

形

山

谷

山

建
造
物
等

塔

清
水
観
音
堂
、
寛
永
寺

本
坊
、
東
照
宮

植

生

桜
、
松
、
広
葉
樹

低　

地

位

置

１

２

地

形

低　

地

不
忍
池

建
造
物
等

町　

屋

中
島
、弁
天
島
と
道（
道
・

橋
・
出
店
・
生
池
院
・

弁
財
天
他
）、
対
岸
の
出

店
、
船
、
人

植

生

松
、
針
葉
樹
、
広
葉
樹

向
ヶ
岡

（
駒
込
邸
）

位

置

１

２

３

地

形

林

築　

山

森
（
鎮
守
の
杜
）

建
造
物
等

植
木
鉢
、
庭
石
、「
向
岡

記
」
碑

植

生

広
葉
樹

桜
（
枝
垂
れ
桜
他
）、
松

（
低
木
）、
広
葉
樹
（
低

木
）、
芝
生

松
、
杉
か
檜
、
広
葉
樹
、

白
い
花
の
木

文
政
９
年

駒
込
邸
絵
図
建
造
物
等

井　

戸

曲
線
の
連
続
（
緑
色
に

彩
色
）、
Ｓ
字
の
道

神　

社

現　

在

「
向
岡
記
」
碑
旧
設
置
場
所
（
工
学
部
10
号
館
西
）
に
「
向
岡
記
」
の
碑
の

周
り
に
描
か
れ
て
い
る
石
の
形
状
に
似
た
３
個
の
石
が
残
る
。

忍
ヶ
岡

　

現
在
の
上
野
の
岡
の
地
形
を
検
討
す
る
と
、「
東
照
宮
」
北
で
谷
が
確
認
で

き
る
。『
向
岡
記
』に
は
二
つ
の
山
と
谷
が
描
か
れ
、現
在
の
地
形
と
�
致
す
る
。

山
に
は
松
、
針
葉
樹
、
広
葉
樹
の
中
に
、
白
色
も
し
く
は
桜
色
で
桜
が
描
か
れ

て
い
る
。
１
の
山
に
「
塔
」、２
・
３
の
山
に
は
三
つ
の
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

現
在
の
地
形
と
建
物
の
位
置
関
係
を
検
討
す
る
と
、
１
の
「
塔
」
は
ど
こ
の
塔

で
あ
る
か
不
明
、
３
の
北
側
の
建
物
は
方
形
で
赤
色
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
「
寛
永
寺
本
坊
」、
山
の
端
に
あ
る
南
側
の
建
物
は
赤
く
彩
色
さ
れ
た
柱

と
梁
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
「
清
水
観
音
堂
」、「
東
照
宮
」
は
谷
の
南
側
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
２
に
位
置
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
実
際
は
３
に
位
置
す

る
。
建
造
物
の
位
置
関
係
や
山
の
高
さ
は
誇
張
さ
れ
て
い
る
が
、
位
置
関
係
は

間
違
っ
て
い
な
い
。

低
地

　

１
に
は
「
町
屋
」、松
、針
葉
樹
の
森
、広
葉
樹
が
描
か
れ
て
い
る
。
２
の
「
不

忍
池
」
の
北
側
の
範
囲
は
明
確
で
な
い
。
不
忍
池
に
中
島
と
弁
天
島
が
描
か
れ

て
い
る
。
弁
天
島
に
は
生
池
院
、
弁
財
天
等
の
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
弁
天

島
に
繋
が
る
道
に
は
鳥
居
が
あ
り
、
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
道
と
対
岸
に
は

出
店
と
弁
天
島
を
訪
れ
た
人
々
、
舟
遊
び
の
様
子
も
描
か
れ
て
お
り
、
不
忍
池

の
岸
辺
と
弁
天
島
の
活
気
が
描
か
れ
て
い
る
。

向
ヶ
岡

　

駒
込
邸
の
庭
園
は
１
～
３
の
景
観
に
分
け
ら
れ
る
。

１ 

．
葉
と
幹
が
詳
細
に
描
か
れ
た
広
葉
樹
が
描
か
れ
て
い
る
。
低
地
の
町
屋
の

景
観
（
２ 
─１
）
の
�
部
が
遮
ら
れ
て
い
る
。

２ 

．『
向
岡
記
』
に
は
８
つ
の
「
築
山
」
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
緑
色
に
彩
色
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さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
芝
が
張
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
築
山
」
と

そ
の
手
前
に
は
、
松
と
広
葉
樹
の
低
木
が
植
え
ら
れ
庭
石
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。「
向
岡
記
」
碑
の
周
辺
に
は
３
つ
の
石
が
描
か
れ
て
い
る
。「
向
岡
記
」

碑
が
二
〇
〇
七
年
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
た
工
学
部
10
号
館
西
に
３
つ
の
石
が

残
さ
れ
て
い
る
。
石
は
「
向
岡
記
」
と
同
じ
形
状
で
あ
る
。

　

 　

碑
の
周
り
に
は
４
本
の
桜
が
描
か
れ
て
い
る
。
花
び
ら
、
葉
、
幹
、
枝
が

詳
細
に
描
か
れ
て
お
り
、
１
本
は
枝
垂
れ
桜
で
品
種
が
描
き
分
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
他
、
斜
め
に
置
か
れ
た
植
木
鉢
が
描
か
れ
て
い
る
。

３ 

．
１
、２
と
異
な
り
様
々
な
木
が
描
か
れ
た
森
で
、不
忍
池
の
弁
天
島
南
側
の

景
観
を
遮
っ
て
い
る
。
大
振
り
の
松
、
杉
も
し
く
は
檜
と
考
え
ら
れ
る
針
葉

樹
、
白
い
花
の
木
な
ど
の
広
葉
樹
が
確
認
で
き
る
。

四
．『
向
岡
記
』
の
景
観
と
『
向
陵
彌
生
町
舊
水
戸
邸
繪
図
面
』

　
『
向
陵
彌
生
町
舊
水
戸
邸
繪
図
面
』
に
は
文
政
九
（
�
八
二
六
）
年
と
記
載

さ
れ
て
お
り
、『
向
岡
記
』
の
描
か
れ
た
頃
の
邸
内
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。『
向
陵
彌
生
町
舊
水
戸
邸
繪
図
面
』
の
台
地
の
突
端
は
『
向
岡
記
』
と

同
じ
３
つ
の
区
域
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
台
地
の
突
端
の
表
現
と
施
設
は

北
か
ら
、

　　

１
．
緑
色
で
彩
色
さ
れ
た
中
に
「
井
戸
」

　

２
．
曲
線
の
連
続
、
内
側
が
緑
色
に
彩
色
さ
れ
る

　

３
．
緑
色
で
彩
色
さ
れ
た
中
に
「
神
社
」

　

　

が
あ
る
（
図
４
）。
１
と
２
、２
と
３
は
灰
色
で
彩
色
さ
れ
た
「
Ｓ
字
の
道
」

で
分
け
ら
れ
て
い
る
。『
向
陵
彌
生
町
舊
水
戸
邸
繪
図
面
』
と
『
向
岡
記
』
か

ら
１
～
３
を
分
析
す
る
と
、

１ 

．
井
戸
は
見
え
な
い
。
景
観
の
目
隠
し
に
な
る
築
山
に
木
々
を
植
え
て
い
る
。

忍
ヶ
岡
と
低
地
の
町
屋
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
林
は
完
全
に
景
観
を
遮
る
ま

で
の
高
さ
は
な
い
。

２ 

．
こ
の
部
分
は
、
忍
ヶ
岡
と
不
忍
池
が
最
も
よ
く
見
え
る
部
分
で
、
こ
の
場

所
に「
向
岡
記
」碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。『
向
陵
彌
生
町
舊
水
戸
邸
繪
図
面
』

の
曲
線
の
山
の
数
は
６
、１
と
３
の
道
の
脇
の
曲
線
を
加
え
る
と
山
の
数
は

８
と
な
り
、
数
え
方
に
よ
っ
て
は
両
史
料
の
数
が
�
致
す
る
こ
と
か
ら
、
向

陵
彌
生
町
舊
水
戸
邸
繪
図
面
』
の
曲
線
は
「
築
山
」
を
表
現
し
た
も
と
考
え

ら
れ
る
。「
向
岡
記
」
碑
は
築
山
の
手
前
に
建
立
さ
れ
、
周
り
に
桜
が
植
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、「
向
岡
記
」に
は
傾
い
た
植
木
鉢
が
描
か
れ
て
い
る
。

景
観
を
き
れ
い
に
整
え
る
と
い
う
意
図
が
あ
れ
ば
、
ま
っ
す
ぐ
に
直
の
だ
ろ

う
。
こ
の
植
木
鉢
か
ら
も
景
観
を
正
確
に
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

３ 

．「
向
岡
記
」
で
は
神
社
は
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
景
観
の
目
隠
し
に
な
る

築
山
の
中
に
神
社
が
あ
る
。
木
々
の
樹
齢
は
そ
の
大
き
さ
か
ら
長
く
樹
種
は

多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、い
わ
ゆ
る「
鎮
守
の
杜
」と
考
え
ら
れ
る
。「
鎮

守
の
杜
」
に
よ
っ
て
忍
ヶ
岡
と
不
忍
池
は
見
え
ず
、
東
側
の
景
観
を
完
全
に

遮
っ
て
い
る
。

　

 　

１
～
３
の
緑
色
の
彩
色
が
「
築
山
」
だ
と
す
る
と
１
と
２
、２
と
３
の
間

に
在
る
「
Ｓ
字
の
道
」
を
下
る
際
、
進
行
方
向
に
あ
る
「
築
山
」
が
隣
接
す

る
町
屋
と
寺
地
の
景
観
を
遮
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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五
．
齊
昭
と
光
圀
の
景
観
に
関
す
る
記
述
と
殿
舎
の
位
置

　

齊
昭
は
文
政
十
（
�
八
二
七
）
年
、
駒
込
邸
の
庭
園
と
景
観
に
つ
い
て
「
此

邸
は
向
岡
と
て
上
野
東
叡
山
と
相
對
峙
邸
を
環
て
老
杉
長
松
圍
み
都
下
紅
塵
中

自
ら
仙
境
を
な
せ
り
」（
史
料
４
）
と
述
べ
て
い
る
。
表
御
殿
か
ら
忍
ヶ
岡
の

「
上
野
東
叡
山
」
が
見
え
、
庭
園
に
は
「
老
杉
長
松
」
が
あ
る
。『
向
岡
記
』
の

「
鎮
守
の
杜
」
は
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
老
杉
長
松
」
の
景
観
と
考
え

ら
れ
る
。
以
上
か
ら
『
向
岡
記
』、『
向
陵
彌
生
町
舊
水
戸
邸
繪
図
面
』
と
（
史

料
３
）
の
年
代
と
記
述
は
矛
盾
し
な
い
。
齊
昭
は
「
向
岡
記
」
碑
で
、
咲
き
満

ち
た
桜
の
木
の
も
と
、「
名
尓
進
於
不
、
春
爾
向
賀
、
岡
難
連
婆
、
余
尓
多
具

肥
奈
岐
、
華
乃
迦
計
哉
」
と
詠
ん
で
い
る
（
史
料
５
）
こ
と
か
ら
、『
向
岡
記
』

に
描
か
れ
て
い
る
景
観
は
、そ
の
ま
ま
『
向
陵
彌
生
町
舊
水
戸
邸
繪
図
面
』、（
史

料
３
・
４
）、「
向
岡
記
」
碑
の
碑
文
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

小
石
川
後
楽
園
は
初
代
頼
房
以
降
、
歴
代
藩
主
が
手
を
加
え
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
が
、
駒
込
邸
も
同
様
に
歴
代
藩
主
に
よ
っ
て
手
が
加
え
ら
れ
、
齊
昭
に
引

き
継
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
齊
昭
は
国
元
か
ら
持
ち
込
ん
だ
寒
水
石
に
、
源

義
家
の
伝
説
と
家
康
以
降
の
開
発
に
よ
っ
て
発
展
し
、
京
阪
に
引
け
を
取
ら
な

い
景
勝
地
が
で
き
た
江
戸
の
現
在
、
向
ヶ
岡
の
歴
史
と
景
観
を
碑
に
刻
み
、
景

観
を
『
向
岡
記
』
に
残
し
た
。

史
料
５ 　
「
向
岡
記
」
碑
文
の
解
読
と
解
釈
（
横
山
淳
�
作
成
、
塩
原
都
・
飯

村
博
校
正
）

「（
前
略
）
今
茲
文
政
十
萬
梨
�
登
勢
止
移
布
年
能
夜
余
秘
能
十
日
、
咲
満
他
留

佐
九
良
賀
本
迩
志
亭
可
丘
波
加
伎
通
孔
類
二
許
曽
。

佐
屢
波
、
弓
矢
藤
類
身
毛
、
猛
吉
乎
乃
美
本
利
寸
流
目
能
加
波
登
思
不
尓
、
大

和
宇
當
八
武
夫
能
心
乎

也
波
良
具
留
奈
流
遠
、
其
賀
酒
別
江
斯
羅
称
婆
、
娜
迦
奈
加
以
飛
出
門
閉
鬼
固

登
能
波
毛
阿
良
称
杼
、
加
々
流
處
遠

只
耳
見
過
佐
牟
門
、
阿
陀
樂
斯
氣
禮
伐
、
夜
左
斯
可
禮
杼
迦
九
那
無
。

名
尓
進
於
不
、
春
爾
向
賀
、
岡
難
連
婆
、
余
尓
多
具
肥
奈
岐
、
華
乃
迦
計
哉
。」

「
今
こ
こ
に
、
文
政
十
�
年
の
三
月
十
日
、
咲
き
満
ち
た
桜
の
木
の
も
と
に
、

こ
の
よ
う
に
書
き
つ
ヶ
る
次
第
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
武
士
の
身
で
あ
っ
て

も
、
勇
猛
な
だ
ヶ
を
望
む
も
の
で
あ
る
ま
い
、
と
思
う
と
同
時
に
、
和
歌
は
武

人
の
心
を
和
ら
げ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
和
歌
を
つ
く
る
方
策
を
知
り
得

な
い
の
で
、
容
易
に
は
、
言
い
出
す
こ
と
ば
も
見
つ
か
ら
な
い
ヶ
れ
ど
も
、
こ

の
よ
う
な
所
を
、
た
だ
見
過
し
て
し
ま
う
の
も
惜
し
い
の
で
、
恥
ず
か
し
い
ヶ

れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
に
詠
ん
だ
。

名
に
し
負
ふ　

春
に
向

む
か
ひ
が
を
か

岡
な
れ
ば　

世
に
類た

ぐ
ひな

き　

花
の
陰
か
な

そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く　

春
に
向
か
う
、
そ
の
向
か
い
が
岡
だ
ヶ
あ
つ
て
他
に

比
べ
る
も
の
が
な
い
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
花
の
陰
で
あ
る
こ
と
よ
。」

第
三
章　

駒
込
邸
の
遺
跡
と
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た
造
成
と
造
園

一
．
旧
地
形
と
駒
込
邸
の
遺
跡

　

向
ヶ
岡
弥
生
町
の
旧
地
形
は
、『
明
治
十
六
年
陸
軍
参
謀
本
部
測
量
元
図
』、

発
掘
調
査
の
結
果
か
ら
、西
側
台
地
（
１
─
１
、１
─
２
支
谷
、２
）、支
谷
（
３
）、

東
側
台
地
（
４
、５
）、
文
政
九
（
�
九
二
六
）
年
以
降
は
『
向
陵
彌
生
町
舊
水



五
二

戸
邸
繪
図
面
』
か
ら
、
西
側
台
地
（
１
安
志
藩
下
屋
敷
・
抱
屋
敷
、
２
長
屋
・

役
所
、
３
殿
舎
西
側
敷
地
、
４
殿
舎
北
側
敷
地
、
５
殿
舎
西
側
敷
地
に
土
地
利

用
さ
れ
て
い
る
（
図
５
・
６
）。

図 5　現在の文京区弥生と旧地形、駒込邸の区画
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学研究室・理学部人類学教室）、C 弥生町遺跡一次調査（文京区教育委員会）、D 弥生町遺跡二次調査（文
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71 地震研究所総合研究棟

　　『向陵彌生町舊水戸邸繪図面』『参謀本部陸軍部測量局五千分一東京図測量原図』より作成
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図 6　文政 9（1826）年の駒込邸と明治 16（1883）年の向ヶ岡弥生町、駒込邸関連遺跡
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A 弥生二丁目遺跡（文学部考古学研究室・理学部人類学教室）、B 理学部３号館南遺跡（文学部考古学研究室・
理学部人類学教室）、C 弥生町遺跡一次調査（文京区教育委員会）、D 弥生町遺跡二次調査（文京区教育委員
会）、７タンデム棟、９農学部家畜病院、12 農学部図書館、13･16 農学部７号館地 A 棟Ⅰ ･ Ⅱ期、18 総合研究
棟、29 情報基盤センター変電室１、30 工学部風工学実験室支障ケーブル、33 地震研テレメタリング地震観測
施設、34 野球グランド、40 工学部風工学実験室、41 ベンチャ－・ビジネス・ラボラトリー、52 農学部木質ホー
ル、53 工学部風環境シミュレーション風洞実験室、58 共同溝、61 工学部武田先端知ビル、62 農学部総合研究棟、
67 地震研究所総合研究棟、69 地震研仮設建物、71 地震研究所総合研究棟

『向陵彌生町舊水戸邸繪図面』、国会図書館蔵　安政三（1856）『御府内場末往還其外沿革圖書　弐拾壱元上』（旧
幕引継書）、 宮崎勝美 2000「江戸本郷の加賀屋敷（図２　現在の本郷キャンパスと藩邸の位置　p.31）」西秋良
宏編『東京大学コレクションⅩ　加賀殿再訪　東京大学本郷キャンパスの遺跡』東京大学総合研究博物館発行、

（財）宮本記念財団、立教大学学校・社会教育講座、博物館学研究室 1983『旧下谷区池之端七軒町の調査報告書
（財）宮本記念財団調査報告Ⅱ（物質文化研究２）―立教大学博物館学研究室調査報告 23―』、建設省国土地理
院所蔵、（財）日本地図センター複製 1984「明治 16 年第一測期第二測図　参謀本部陸軍部測量五千分之一ノ尺
東京府武蔵国本郷區本郷本富士町近傍」他より作成
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四

　

西
側
台
地
の
２
長
屋
・
役
所
と
東
側
台
地
の
４
殿
舎
北
側
敷
地
・
５
殿
舎
は

『
向
陵
彌
生
町
舊
水
戸
邸
繪
図
面
』
に
よ
れ
ば
、
邸
内
は
灰
色
に
彩
色
さ
れ
た

道
で
東
西
に
区
画
さ
れ
て
い
る
。
62
農
学
部
総
合
研
究
棟
、
40
工
学
部
風
工
学

実
験
室
、
61
工
学
部
武
田
先
端
知
ビ
ル
の
発
掘
調
査
で
こ
の
道
を
検
出
し
て
い

る
。
農
学
部
総
合
研
究
棟
で
は
幅
十
ｍ
、深
さ
四
ｍ
の
切
り
通
し
状
で
あ
っ
た
。

農
学
部
２
号
館
前
辺
り
に
あ
っ
た
「
御
裏
御
門
」
か
ら
東
に
の
び
る
「
大
名
小

路
通
り
」
は
こ
の
道
に
接
続
す
る
。「
大
名
小
路
通
り
」
の
北
側
に
沿
っ
て
埋

設
さ
れ
た
上
水
施
設
が
３
・
16
農
学
部
校
舎
７
号
館
地
Ａ
棟
Ⅰ
・
Ⅱ
期
で
検
出

し
て
い
る
。
藩
邸
北
側
に
位
置
す
る
９
農
学
部
家
畜
病
院
は
、
片
岡
稲
荷
の
敷

地
に
あ
た
り
、
縁
起
物
と
し
て
供
え
ら
れ
た
狐
や
大
黒
な
ど
の
土
製
の
縁
起
物

と
稲
荷
で
使
用
さ
れ
た
灯
明
皿
と
受
け
皿
が
大
量
に
出
土
し
て
い
る

（
20
）。

二 

．
７
タ
ン
デ
ム
棟
で
確
認
さ
れ
た
造
成
と
景
観
へ
の
効
果
（
図
８
・
９
）

　

７
タ
ン
デ
ム
棟
は
、
殿
舎
（
表
御
殿
・
裏
御
殿
）
が
あ
っ
た
５
区
域
（
図

５
）
に
位
置
す
る
、
タ
ン
デ
ム
棟
の
試
掘
調
査

（
21
）

で
は
、
江
戸
時
代
の
削
平

と
盛
土
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
第
二
ト
レ
ン
チ
の
地
表
面
の
標
高
は
�
六
・
八

ｍ
、
江
戸
時
代
の
盛
土
検
出
面
の
標
高
�
五
・
六
ｍ
、
黒
ボ
ク
土
の
検
出
面
の

標
高
�
四
・
九
ｍ
、
弥
生
時
代
も
し
く
は
古
墳
時
代
の
住
居
検
出
面
の
標
高
は

�
四
・
四
ｍ
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
ム
層
の
標
高
は
�
三
・
六
ｍ
で
あ
る
。
�
方
、
Ａ
弥

生
二
丁
目
遺
跡
で
検
出
し
た
弥
生
時
代
の
環
濠
集
落
と
弥
生
時
代
以
降
の
遺
跡

検
出
面
の
標
高
は
約
�
九
ｍ
で
あ
る
。『
明
治
十
六
年
陸
軍
参
謀
本
部
測
量
原

図
』
に
よ
れ
ば
、タ
ン
デ
ム
棟
の
東
側
に
�
六
ｍ
の
等
高
線
が
描
か
れ
て
お
り
、

江
戸
時
代
の
盛
土
検
出
面
の
標
高
�
五
・
六
ｍ
に
近
い
。
台
地
の
崖
側
の
標
高

�
八
ｍ
等
高
線
は
、
Ａ
弥
生
二
丁
目
遺
跡
の
南
側
で
西
に
曲
が
っ
て
い
る
。
本

来
、
標
高
�
八
ｍ
の
等
高
線
は
台
地
に
沿
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
�
八
ｍ
の
等
高
線
が
西
に
曲
が
る
部
分
で
段
切
り
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、タ
ン
デ
ム
棟
と
Ａ
弥
生
二
丁
目
遺
跡
の
盛
土
の
検
出
状
況
は
、

江
戸
時
代
の
状
況
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
（
図
７
）、
射
的
場
関
連
施
設

や
道
路
が
新
設
さ
れ
た
部
分
等
を
除
け
ば
『
明
治
十
六
年
陸
軍
参
謀
本
部
測
量

原
図
』
は
江
戸
時
代
の
地
形
を
残
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　

タ
ン
デ
ム
棟
周
辺
が
切
土
さ
れ
る
前
の
標
高
を
仮
に
�
八
ｍ
と
仮
定
す
る

と
、
発
掘
調
査
の
結
果
か
ら
台
地
上
が
二
ｍ
削
平
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
削
平

の
効
果
は
景
観
に
ど
う
い
っ
た
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
か
。
駒
込
邸
の
殿
舎
と

不
忍
池
の
断
面
図
を
作
成
し
、
殿
舎
か
ら
の
不
忍
池
、
忍
ヶ
岡
の
景
観
を
以
下

の
条
件
に
よ
っ
て
検
討
す
る
（
図
８
）。

・ 

Ａ
弥
生
二
丁
目
遺
跡
、
タ
ン
デ
ム
棟
の
土
層
断
面
か
ら
、
タ
ン
デ
ム
棟
側
で

江
戸
時
代
、
切
土
が
行
わ
れ
た
。

・ 

切
土
前
の
地
表
面
の
標
高
は
復
元
で
き
な
い
た
め
、
断
面
図
上
の
標
高
�
六

ｍ
と
�
八
ｍ
の
ポ
イ
ン
ト
を
直
線
で
結
ん
だ
線
上
を
切
土
前
の
地
表
面
と
仮

定
す
る
。

・
視
点
は
地
表
面
か
ら
二
ｍ
の
高
さ
と
す
る
。

・ 『
向
岡
記
』
に
描
か
れ
た
駒
込
邸
の
庭
園
、
不
忍
池
、
生
池
院
の
位
置
す
る

弁
天
島
の
位
置
関
係
は
正
確
で
あ
る
。

　
『
向
岡
記
』
で
は
、
弁
天
島
の
北
角
（
Ｃ
）
と
島
と
岸
を
結
ぶ
道
に
架
け
ら
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藩
邸
内
外
の
景
観
と
造
園
の
検
討

れ
た
橋
（
Ｂ
）
が
近
接
し
て
い
る
。
表
御
殿
は
Ｂ
・
Ｃ
が
近
接
し
て
見
え
る
場

所
と
仮
定
、
駒
込
邸
の
断
面
図
上
に
は
建
物
が
何
も
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
こ

の
場
所
を
表
御
殿
と
仮
定
し
て
、『
明
治
十
六
年
陸
軍
参
謀
本
部
測
量
原
図
』

の
等
高
線
か
ら
Ａ
～
Ｋ
の
断
面
図
を
作
成
、
表
２
に
切
土
前
後
の
景
観
を
ま
と

め
た
。

　

表
２　

①
（
Ｉ
）・
②
（
Ｊ
）
の
景
観
と
切
土
の
効
果

地　

点
切

土

前
・
後
視
点

不
忍
池

町
屋
・
寺
地

忍
ヶ
岡

見
え
る
範
囲

死
角
範
囲

見
え
る
範
囲

死
角
範
囲

①
（
Ｉ
）

前

高
い
Ａ
～
Ｄ
（
最
大
）

Ｆ
～
Ｈ

Ｅ
～
Ｆ

Ｆ
～
Ｇ
（
最
大
）

○

後

低
い
Ａ
～
Ｄ
（
最
大
）

Ｅ
～
Ｈ

×

Ｅ
～
Ｇ

○

②
（
Ｊ
）

前

高
い
Ａ
～
Ｄ
（
最
大
）

Ｄ
～
Ｅ

×

Ｅ
～
Ｇ

○

後

低
い

×
Ａ
（
最
小
）

Ａ
～
Ｄ

×

Ｅ
～
Ｇ

○

○
見
え
る
、
×
見
え
な
い

Ａ
～
Ｋ
の
位
置
関
係

・
不
忍
池
範
囲　

Ａ
～
Ｄ
（
Ａ　

不
忍
池
の
東
端
、
Ｂ　

橋
、
Ｃ　

生
池
院
の
北
角
、
Ｅ　

不
忍
池
の
西
端
）

・
町
屋
・
寺
地
範
囲　

Ｅ
～
Ｈ
（
殿
舎
東
（
台
地
下
）
の
庭
園
含
む
）

・
殿
舎
範
囲　

Ｅ
～
Ｋ
（
Ｈ　

台
地
の
突
端
、
Ｈ
～
Ｋ　

殿
舎
の
切
土
範
囲
）

　

切
土
に
よ
っ
て
「
地
点
①
（
Ｉ
）」
で
は
、
不
忍
池
の
見
え
る
範
囲
は
最
大

か
つ
台
地
と
低
地
の
高
低
差
に
よ
っ
て
生
じ
た
死
角
に
よ
っ
て
と
町
屋
・
寺
地

が
見
え
な
く
な
る
。「
地
点
②
（
Ｊ
）」
は
切
土
前
は
見
え
て
い
た
不
忍
池
が
見

え
な
く
な
る
。

　

台
地
の
突
端
に
は
「
向
岡
記
」
碑
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。「
向
岡
記
」
碑
を

見
る
た
め
に
台
地
の
突
端
に
近
づ
く
と
町
屋
・
寺
地
が
見
え
て
し
ま
う
が
、
台

地
の
突
端
の
「
築
山
」
に
よ
っ
て
、
町
屋
・
寺
地
の
景
観
を
遮
っ
て
い
る
。

図 7　 駒込邸の切土の検討（A 弥生二丁目遺跡、7 タンデム棟 2 トレンチの土層断面模式図）

東京大学文学部考古学研究室編 1979『向ヶ丘貝塚―東京大学構内弥生二丁目遺跡の発掘調査―』、成瀬晃司　調

査・作成「新タンデム棟建設予定地点試掘調査報告」（1988）掲載図（『東京大学埋蔵文化財調査室発掘調査報

告書９　東京大学本郷構内の遺跡　浅野Ⅰ』p.294 図 7）、『明治 16 年陸軍参謀本部測量原図』の等高線より作成
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図 8　駒込邸内①・②地点の切土による景観の変化
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藩
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景
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と
造
園
の
検
討

三
．
駒
込
邸
の
築
山
と
景
観

　
『
向
陵
彌
生
町
舊
水
戸
邸
繪
図
面
』
の
「
切
手
御
門
」
か
ら
「
中
門
」
に
至

る
道
の
西
側
、
不
整
形
で
緑
色
に
彩
色
さ
れ
た
部
分
（
３
区
域　

図
５
）
を
当

初
「
植
込
み
」
と
推
定
、「
長
屋
・
役
所
区
域
」
の
道
や
建
物
に
沿
っ
て
描
か

れ
て
い
る
点
線
が
塀
で
、
塀
と
植
木
に
よ
っ
て
西
側
の
敷
地
の
景
観
が
遮
ら
れ

て
い
た
と
考
え
て
い
た
が
、
緑
色
に
彩
色
さ
れ
た
不
整
形
部
分
が
「
築
山
」
で

あ
る
と
仮
定
し
景
観
を
推
定
す
る
と
、「
切
手
御
門
」
か
ら
「
中
門
」
に
至
る

道
の
西
側
に
「
築
山
」
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
長
屋
・
役
所
」
区
域
の

景
観
を
遮
る
こ
と
が
で
き
る
。
景
観
は
遮
ら
れ
て
い
る
が
、「
築
山
」
と
「
築
山
」

の
間
に
道
を
配
す
る
こ
と
で
往
来
は
可
能
で
、
築
山
の
間
が
「
Ｓ
字
の
道
」
と

な
る
よ
う
に
設
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
中
門
」
に
至
る
道
か
ら
は
「
長
屋
・

役
所
」
の
区
域
が
見
え
な
く
な
る
。「
切
手
御
門
」
か
ら
「
中
門
」
へ
至
る
道

西
側
の
緑
色
の
彩
色
部
分
は
植
込
み
で
は
な
く
「
築
山
」
と
推
定
し
た
。
ま
た
、

邸
内
に
築
か
れ
た
「
築
山
」
は
、
人
の
背
丈
以
上
な
け
れ
ば
景
観
を
遮
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
台
地
の
突
端
と
「
切
手
御
門
」
か
ら
「
中
門
」
に
至
る
道
の
築

山
の
平
面
積
を
考
慮
す
る
と
、「
築
山
」を
築
く
に
は
大
量
の
土
が
必
要
で
あ
る
。

台
地
で
行
わ
れ
た
切
土
に
よ
っ
て
大
量
の
掘
削
土
が
発
生
し
て
お
り
、
掘
削
土

が
造
成
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

駒
込
邸
に
招
か
れ
た
大
名
な
ど
の
客
人
が
、
正
門
か
ら
殿
舎
（
表
御
殿
）
に

至
り
、
庭
園
で
ど
の
よ
う
な
景
観
を
楽
し
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
図
４
に
表
門
か

ら
中
門
、
殿
舎
（
表
御
殿
）
内
の
経
路
を
示
し
た
。
駒
込
邸
に
招
か
れ
た
客
人

は
「
切
手
御
門
」
の
東
側
の
門
を
潜
り
ゆ
る
や
か
な
坂
を
登
る
。
道
は
狭
く
築

山
が
配
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
周
り
の
景
観
は
遮
ら
れ
て
い
る
。
�
方
、
客
人

の
付
き
人
は
「
切
手
御
門
」
西
側
の
門
を
潜
り
、
築
山
で
分
け
ら
れ
た
「
崩
下

通
り
」
を
通
り
、
別
の
建
物
で
待
機
す
る
。

　

客
人
が
「
中
門
」
を
潜
る
と
殿
舎
（
表
御
殿
）
で
門
を
潜
っ
て
す
ぐ
は
、
台

地
上
で
行
わ
れ
た
切
土
の
効
果
に
よ
っ
て
不
忍
池
は
見
え
な
い
。
殿
舎
（
表
御

殿
）
の
建
物
に
入
り
縁
側
に
進
む
と
庭
園
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、台
地
突
端
、

築
山
の
向
こ
う
に
は
不
忍
池
が
広
が
り
、
忍
ヶ
岡
の
東
照
宮
、
寛
永
寺
本
坊
、

清
水
観
音
堂
、
不
忍
池
周
辺
の
庶
民
の
賑
わ
い
、
町
屋
の
風
景
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
庭
園
に
は
茶
の
湯
の
た
め
の
井
戸
、
鎮
守
の
杜
が
あ
り
、
季
節
の

花
々
と
木
々
、
齊
昭
が
建
立
し
た
「
向
岡
記
」
碑
を
鑑
賞
で
き
た
。
碑
に
近
づ

い
て
も
台
地
の
突
端
に
配
さ
れ
た
築
山
に
よ
っ
て
藩
邸
に
隣
接
す
る
町
屋
と
寺

地
は
景
観
か
ら
遮
ら
れ
て
い
る
。
台
地
下
の
庭
園
に
行
く
に
は
「
Ｓ
字
の
道
」

を
下
る
。
進
行
方
向
の
視
界
が
「
築
山
」
に
よ
っ
て
遮
ら
れ
、
坂
を
下
る
と
回

遊
式
庭
園
が
広
が
る
。『
向
陵
彌
生
町
舊
水
戸
邸
繪
図
面
』
で
は
、
回
遊
式
庭
園

と
町
屋
・
寺
地
の
地
境
に
白
い
帯
が
描
か
れ
て
い
る
。
白
い
帯
は
塀
と
考
え
ら

れ
、
塀
に
よ
っ
て
駒
込
邸
と
町
屋
と
寺
地
が
区
画
さ
れ
景
観
が
遮
ら
れ
て
い
る
。

四
．
風
水
説
と
駒
込
邸
の
設
計

　

駒
込
邸
は
不
忍
池
を
臨
む
位
置
に
あ
る
。
邸
内
は
南
北
に
の
び
る
道
で
区
画

さ
れ
、
殿
舎
（
表
御
殿
・
裏
御
殿
）
の
北
側
は
『
明
治
十
六
年
陸
軍
参
謀
本
部

測
量
原
図
』
に
よ
れ
ば
岡
状
の
高
ま
り
で
、『
向
陵
彌
生
町
舊
水
戸
邸
繪
図
面
』

で
は
、
墳
丘
ら
し
き
帆
立
貝
型
の
橙
色
の
彩
色
が
あ
る
。
ま
た
、
坪
井
正
五

郎
の
弥
生
式
土
器
発
見
当
時
の
絵
に
は
岡
状
の
高
ま
り
が
描
か
れ
て
い
る

（
22
）。

駒
込
邸
の
史
料
に
は
「
片
岡
八
郎
の
墳
」「
大
内
山
」「
願
行
山
」
三
つ
の
「
山
」
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の
記
述
が
あ
る

（
23
）。

殿
舎
の
東
側
、
台
地
の
下
の
低
地
は
回
遊
式
庭
園
で
二

つ
の
池
が
川
で
接
続
さ
れ
て
い
る
。

　

進
士
五
十
八
は
『
日
本
の
庭
園　

造
園
の
技
と
こ
こ
ろ
』
で
造
園
と
風
水
に

つ
い
て
「
人
は
背
後
に
山
を
背
負
い
、
前
方
に
平
地
が
広
が
る
よ
う
な
場
所
で

落
ち
つ
く
。
い
わ
ゆ
る
背
山
臨
水―

風
水
の
地
で
あ
る
。
そ
う
い
う
場
所
を「
山

辺
」
と
い
う
。
文
字
通
り
山
の
辺
。
立
体
的
に
山
が
盛
り
上
が
り
、
平
面
的
に

は
湾
と
岬
の
よ
う
に
入
り
組
む
。
そ
の
両
方
が
山
と
平
地
の
間
に
凹
凸
の
辺
、

縁
、
端
、
境
界
、
エ
ッ
ジ
と
い
っ
た
変
化
を
作
る
。」
と
述
べ
て
い
る

（
24
）。

駒

込
邸
は
不
忍
池
に
臨
ん
で
お
り
、
駒
込
邸
と
不
忍
池
の
位
置
関
係
は
「
背
山
臨

水
」
で
あ
る
。「
風
水
説
に
よ
る
宅
地
や
都
市
の
立
地
条
件
」
図
（
王
其
亨
編

『
風
水
理
論
研
究
』
天
津
大
学
出
版
会
（
�
九
九
二
）
よ
り
進
士
作
成
）
に
は
、

都
市
を
中
心
に
山
（
玄
武
）、
池
（
朱
雀
）
河
流
（
青
龍
）、
大
道
（
白
虎
）
の

配
置
が
示
さ
れ
て
お
り
、
駒
込
邸
の
殿
舎
（
表
御
殿
・
裏
御
殿
）
を
中
心
と
し

た
「
山
」「
道
」「
川
」
の
配
置
が
こ
の
図
に
あ
て
は
ま
る
。
水
戸
藩
が
風
水
説

に
よ
っ
て
向
ヶ
岡
に
屋
敷
を
拝
領
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、邸
内
の
「
山
」

と
不
忍
池
を
生
か
し
、
道
と
川
を
造
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
風
水
説
の
安
定
し

た
配
置
に
近
づ
け
る
設
計
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

五
．
幕
末
の
駒
込
邸
と
「
弥
生
舎
」
建
設
に
伴
う
景
観
の
復
活

　

齊
昭
が
活
躍
し
た
頃
の
駒
込
邸
は
『
向
岡
記
』
に
描
か
れ
た
華
や
か
な
藩
邸

で
あ
っ
た
が
、
小
宮
山
南
梁
の
『
南
梁
年
録
』
に
は
、
幕
末
期
の
荒
れ
果
て

た
景
観
が
記
さ
れ
て
い
る
（
史
料
６
）。
明
治
二
（
�
九
九
〇
）
年
、
駒
込
邸

は
明
治
政
府
に
公
収
さ
れ
、
茶
桑
政
策
に
よ
っ
て
耕
作
地
と
な
る
。
明
治
九

（
�
八
七
六
）
年
に
開
始
さ
れ
た
射
的
場
建
設
に
よ
っ
て
、
殿
舎
（
表
御
殿
）

の
南
西
側
が
抉
ら
れ
火
薬
庫
等
が
建
設
さ
れ
る
。
現
在
の
本
郷
地
区
と
浅
野
地

区
に
囲
ま
れ
た
長
方
形
の
住
宅
地
の
範
囲
が
射
場
の
た
め
に
掘
削
さ
れ
、
殿
舎

（
表
御
殿
）
跡
に
食
堂
が
建
設
さ
れ
る
。
殿
舎
（
表
御
殿
・
裏
御
殿
）
部
分
は

「
桑
畑
」
と
「
笹
藪
」
で
御
殿
（
表
御
殿
）
か
ら
の
景
観
が
失
わ
れ
た

（
25
）。

し

か
し
、
西
南
戦
争
後
、
射
的
場
が
軍
事
演
習
場
か
ら
天
覧
射
的
会
が
行
わ
れ
た

射
的
会
会
場
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
殿
舎
（
表
御
殿
）
が
あ
っ
た
区
域

に
迎
賓
館
的
な
機
能
を
も
っ
た
「
弥
生
舎
」
が
警
視
庁
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
る
。

天
覧
射
的
会
で
は
「
弥
生
舎
」
が
表
彰
式
と
酒
宴
の
会
場
と
な
り
、
明
治
天
皇

と
参
加
者
は
庭
園
と
不
忍
池
の
景
観
を
楽
し
ん
で
い
る
。「
弥
生
舎
」
の
東
側

の
景
観
は
、
不
忍
池
が
最
大
と
な
る
位
置
で
、
駒
込
邸
の
殿
舎
（
表
御
殿
）
と

「
弥
生
舎
」
は
不
忍
池
の
景
観
を
重
視
し
て
設
計
さ
れ
た
点
で
共
通
し
て
い
る
。

「
弥
生
舎
」
に
明
治
天
皇
が
行
幸
し
、
海
外
の
公
使
と
明
治
政
府
の
要
人
が
招
か

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
覧
射
的
会
は
大
名
屋
敷
で
行
わ
れ
た
饗
応
と
同
様
の

行
事
復
活
と
明
治
政
府
の
政
策
の
�
環
で
あ
り
、
本
当
の
意
味
で
駒
込
邸
の
景

観
が
復
活
し
た
と
い
え
る
。「
弥
生
舎
」
と
後
の
浅
野
侯
爵
邸
の
平
面
図

（
26
）

は

�
致
す
る
部
分
が
多
く
、
浅
野
家
は
「
弥
生
舎
」
の
建
物
を
譲
り
受
け
た
と
考

え
ら
れ
、駒
込
邸
の
景
観
は
「
弥
生
舎
」
と
共
に
浅
野
侯
爵
邸
に
引
き
継
が
れ
た
。

史
料
６

「（
安
政
六
年
九
月
）
五
日
來
ル
七
日　

若
年
、
寄　

大
久
保
甚
五
左
衛
門
御
用

有
之
致
出
府
候
由

（
中
略
）



五
九

水
戸
藩
駒
込
邸
の
研
究　

藩
邸
内
外
の
景
観
と
造
園
の
検
討

�　

駒
籠
御
殿
向
風
哭
渡
御
手
入
れ
も
無
之
候
故
蔦
蔓
抔
御
？
江
上
り
草
ハ
御

庭
中
生
茂
り
居
申
候
」（
茨
城
県
史
編
集
会
監
修
、
茨
城
県
歴
史
館
編
修
、
茨

城
県
発
行
�
九
八
九「
南
梁
年
録
三
十
五
」『
茨
城
県
史
料　

幕
末
編
Ⅱ
』p.255

）

ま
と
め

　

本
論
は
、『
浅
野
地
区
Ⅰ
』
で
行
っ
た
考
察
に
㈶
水
府
明
徳
会
彰
考
館
徳
川

博
物
館
蔵
『
向
岡
記
』
の
解
釈
を
加
え
、
駒
込
邸
内
外
の
景
観
と
造
園
を
検
討

し
た

（
27
）。

７
タ
ン
デ
ム
棟
で
確
認
さ
れ
た
切
土
の
効
果
は
、
西
湖
に
見
て
立

て
ら
れ
た
不
忍
池
の
借
景
を
効
果
的
に
す
る
た
め
の
も
の
で
、
築
山
に
よ
っ
て

景
観
を
遮
る
な
ど
庭
園
を
楽
し
む
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
邸
内
の

設
計
は
風
水
説
の
考
え
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

　

駒
込
邸
の
景
観
に
つ
い
て
は
、
光
圀
、
齊
昭
の
史
料
、『
向
岡
記
』、「
向
岡
記
」

碑
か
ら
、
邸
内
の
華
や
か
な
景
観
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
幕
末

期
に
は
修
繕
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
荒
れ
果
て
た
景
観
が
記
さ
れ
て
い
る
。
慶
応

四
（
�
八
六
八
）
年
五
月
十
五
日
の
上
野
戦
争
で
は
、
向
ヶ
岡
の
官
軍
と
忍
ヶ

岡
の
彰
義
隊
軍
が
不
忍
池
を
挟
ん
で
対
峙
、台
地
の
突
端
に
位
置
す
る
駒
込
邸
、

富
山
藩
邸
、
高
田
藩
邸
は
、
忍
ヶ
岡
の
景
観
か
ら
官
軍
の
砲
兵
部
隊
が
配
置
さ

れ
攻
撃
拠
点
と
な
っ
た

（
28
）。

明
治
時
代
、
駒
込
邸
の
公
収
と
射
的
場
の
建
設

に
よ
っ
て
庭
園
と
景
観
は
失
わ
れ
る
が
、
西
南
戦
争
終
結
後
、
迎
賓
館
と
し
て

使
用
さ
れ
た
警
視
庁
の
「
弥
生
舎
」
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
庭
園
と
景

観
が
復
活
、
駒
込
邸
の
景
観
は
浅
野
侯
爵
邸
に
引
き
継
が
れ
る
。

　

浅
野
地
区
で
は
、
Ｂ
理
学
部
３
号
館
南
で
旧
石
器
時
代
の
遺
物
、
Ａ
弥
生
二

丁
目
遺
跡
で
弥
生
時
代
の
環
濠
集
落
、
61
工
学
部
武
田
先
端
知
ビ
ル
で
は
弥
生

時
代
の
方
形
周
溝
墓
が
調
査
さ
れ
た

（
29
）。

こ
の
他
の
遺
跡
で
は
縄
文
草
創
期

の
土
器
、
中
世
の
板
碑
片
、
弥
生
地
区
で
は
奈
良
・
平
安
時
代
の
土
器
な
ど
が

確
認
さ
れ
、
旧
石
器
時
代
か
ら
現
在
ま
で
こ
の
地
が
生
活
の
拠
点
と
な
っ
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
台
地
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
不
忍
池

は
縄
文
海
進
と
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
入
江
か
ら
池
へ
縮
小
、
明
治
時
代
、
埋
め

立
て
の
危
機
を
乗
り
越
え
現
在
に
至
る
。
旧
石
器
人
、
縄
文
人
、
弥
生
人
、
歴

代
水
戸
藩
主
、
明
治
天
皇
、
浅
野
家
の
楽
し
ん
だ
忍
ヶ
岡
、
不
忍
池
の
景
観
は

歴
史
の
中
で
継
承
さ
れ
て
き
た
が
、
戦
後
の
不
忍
池
周
辺
の
開
発
と
東
京
大
学

の
研
究
棟
建
設
に
よ
っ
て
�
瞬
に
し
て
消
滅
、
遺
跡
も
破
壊
さ
れ
た
。
徳
川
齊

昭
が
景
観
の
素
晴
ら
し
さ
を
記
し
た
「
向
岡
記
」
碑
は
構
内
の
研
究
棟
建
設
の

度
に
移
動
、
碑
の
前
は
ご
み
置
き
場
に
な
り
忘
れ
去
ら
れ
、
碑
文
は
酸
性
雨
に

よ
っ
て
消
滅
す
る
寸
前
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
東
京
大
学
が
創
立
百
三
十
周
年

「
知
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
の
学
内
整
備
に
伴
い
保
存
修
復
を
施
し
、
二
〇
〇
八

年
八
月
八
日
、
浅
野
地
区
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー
に
展
示
、
自
由
に
見
学
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
理
学
部
3
号
館
と
タ
ン
デ
ム
加
速
器
の
東
側
土
手
は
、
駒
込

邸
庭
園
の
旧
地
形
を
残
し
て
い
る
場
所
で
あ
る
が
、樹
木
と
ク
ズ
が
生
い
茂
り
、

う
っ
そ
う
と
し
た
林
に
な
っ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
、
樹
木
の
伐
採

が
行
わ
れ
整
備
さ
れ
た
。
不
忍
池
は
隣
接
す
る
建
物
に
遮
ら
れ
て
い
る
が
景
観

は
江
戸
時
代
の
状
態
に
近
づ
い
た
。

　

工
学
部
武
田
先
端
知
ビ
ル
の
方
形
周
溝
墓
は
移
築
保
存
し
、
方
形
周
溝
墓
を

調
査
し
た
位
置
に
タ
イ
ル
で
実
物
大
の
墓
を
示
し
、
副
葬
品
と
し
て
埋
納
さ
れ

た
ガ
ラ
ス
小
玉
を
タ
ン
デ
ム
加
速
器
研
究
施
設
の
共
同
利
用
研
究
で
分
析
、
研

究
成
果
と
遺
跡
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
た
。
弥
生
二
丁



六
〇

目
遺
跡
に
は
史
跡
解
説
板
が
設
置
さ
れ
、
文
京
区
が
「
弥
生
式
土
器
発
掘
ゆ
か

り
の
地
」
碑
近
く
に
、
浅
野
地
区
の
史
跡
と
射
的
場
に
つ
い
て
ま
と
め
た
解
説

板
を
設
置
し
た
。

　

昭
和
六
十
�
（
�
九
八
六
）
年
、
弥
生
町
会
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業
と
し

て
有
志
の
寄
付
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
、「
弥
生
式
土
器
発
掘
由
来
の
地
」
碑

の
裏
面
の
建
碑
の
こ
と
ば
に

　
「
弥
生
式
土
器
は
、
こ
こ
向
ヶ
岡
弥
生
町
（
現
・
弥
生
二
丁
目
）
内
の
数
カ

所
か
ら
初
め
て
出
土
発
見
さ
れ
、
町
名
を
冠
し
て
「
弥
生
式
」
と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

遠
い
む
か
し
、
人
々
は
こ
の
辺
り
に
住
み
つ
き
、
日
本
文
化
の
曙
を
告
げ
た

の
で
す
。
弥
生
式
土
器
、
向
ヶ
岡
遺
跡
の
発
見
に
よ
っ
て
、
弥
生
時
代
と
い
う

重
要
な
文
化
期
の
存
在
が
知
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
歴
史
の
壮

大
で
匂
や
か
な
ロ
マ
ン
を
憶
い
ふ
る
さ
と
わ
が
町
の
誇
り
を
語
り
継
ぎ
、
出
土

と
命
名
の
史
実
を
末
永
く
顕
彰
す
る
た
め
、
こ
の
記
念
碑
を
建
て
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
九
年
行
政
措
置
に
よ
り
、
こ
の
町
は
弥
生
二
丁
目
と
変
わ
り
ま
し

た
が
、
町
会
名
は
歴
史
的
な
名
を
継
承
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
六
十
�
年
夏　

七
月
吉
日　

向
ヶ
岡
弥
生
町
会
有
志
」

　

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
現
在
も
住
民
の
歴
史
へ
の
関
心
は
高
い
が
、
こ
れ
ま
で

浅
野
地
区
に
は
遺
跡
や
史
跡
を
実
際
に
見
学
で
き
る
施
設
は
な
く
、
研
究
棟
が

林
立
し
た
構
内
か
ら
歴
史
や
景
観
を
感
じ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。し
か
し
、

最
近
の
整
備
に
よ
っ
て
史
跡
の
見
学
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
�
年
の

工
学
部
武
田
先
端
知
ビ
ル
の
発
掘
調
査
を
き
っ
か
け
に
始
め
た
、
弥
生
時
代
か

ら
現
在
ま
で
の
向
ヶ
岡
弥
生
町
の
研
究
に
よ
っ
て
、
向
ヶ
岡
の
歴
史
と
景
観
の

素
晴
ら
し
さ
、こ
の
地
に
歴
史
を
刻
ん
だ
人
々
の
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
研
究
を
進
め
る
が
、
研
究
成
果
に
裏
打
ち
さ
れ
た
出
土
遺
物
・
遺
跡
の

活
用
、
住
民
へ
の
研
究
成
果
の
還
元
も
継
続
し
て
続
け
て
行
き
た
い
。

図 10　「弥生式土器発掘ゆかりの地」碑

図 9　 「向岡記」碑 
浅野地区情報基盤センター内
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水
戸
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の
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藩
邸
内
外
の
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観
と
造
園
の
検
討

謝
辞

　

二
〇
〇
�
年
の
工
学
部
武
田
先
端
知
ビ
ル
の
発
掘
調
査
か
ら
報
告
書
作
成
、

本
論
執
筆
に
あ
た
り
、
以
下
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
謝
辞

申
し
上
げ
ま
す
（
敬
称
略
）。

青
木　

誠
、
青
木　

哲
、
浅
野
長
孝
、
飯
村　

博
、
池
田
悦
夫
、
石
川
日
出
志
、

石
原
道
知
、
仰
木
ひ
ろ
み
、
岡
田
靖
雄
、
岡
山
輝
明
、
小
野
田
恵
、
風
祭　

元
、

加
藤
元
信
、
香
取
祐
�
、
菊
池　

力
、
小
泉
好
延
、
小
林
善
行
、
小
林
達
雄
、

斎
藤　

忠
、
斎
藤
洋
�
、
塩
原　

都
、
清
水
謙
多
郎
、
鈴
木
健
之
、
鈴
木
暎
�
、

鈴
木
啓
介
、
鈴
木
政
治
、
谷
川
章
雄
、
垂
水　

桃
、
知
念　

理
、
寺
島
孝
�
、

徳
川
斉
正
、
徳
川
眞
木
、
戸
田
宏
之
、
永
井　

博
、
中
野
忠
�
郎
、
成
瀬
晃
司
、

福　

雅
彰
、
細
谷
恵
子
、
堀
内
秀
樹
、
堀
江
武
史
、
堀
切
重
明
、
宮
崎
勝
美
、

森
田
信
博
、
山
本　

實
、
横
山
淳
�
、
渡
辺
貞
幸
、
渡
辺
延
志
、
梶
原
慶
子
、

山
崎
範
子
、
山
田
し
げ
る
、
森
ま
ゆ
み
、
水
谷　

仁
、
藤
尾
隆
志
、
蕨　

俊
夫
、

蕨　

由
美

㈶
水
府
明
徳
会
彰
考
館
徳
川
博
物
館
、
弥
生
町
会
、
文
京
区
教
育
委
員
会
、
文

京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
、
谷
根
千
工
房
、
東
京
大
学
広
報
セ
ン
タ
ー
、
東
京
大
学

工
学
部
武
田
先
端
知
ビ
ル
、
東
京
大
学
情
報
基
盤
セ
ン
タ
ー　

参
考
文
献

警
視
庁
『
警
視
廳
史
稿
』
上
下
巻
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵　

明
治
期
）

警
視
庁
史
編
さ
ん
委
員
会
�
九
五
九
『
警
視
庁
史
』

警
視
庁
創
立
百
年
記
念
行
事
運
営
委
員
会
�
九
七
四
『
警
視
庁
百
年
の
歩
み
』

石
川
日
出
志
二
〇
〇
八
『「
弥
生
時
代
」
の
発
見　

弥
生
町
遺
跡
』
シ
リ
ー
ズ

遺
跡
を
学
ぶ　

新
泉
社

東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
二
〇
〇
九
『
東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
調

査
研
究
報
告
書
9　

浅
野
地
区
Ⅰ
』

原
祐
�　

二
〇
〇
九
「
附
編　

水
戸
藩
駒
込
邸
の
遺
跡
と
『
向
陵
彌
生
町
舊
水

戸
邸
繪
図
面
』、
明
治
十
六
年
『
測
量
図
』
の
検
討
」
株
式
会
社
裕
企
画
、
東

京
都
文
京
区
教
育
委
員
会
『
Ｂ―

86　

東
京
都
文
京
区　

弥
生
町
遺
跡
群　

第

2
地
点―

個
人
住
宅
建
築
工
事
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書―

』

p.10

 図 11　方形周溝墓の展示
　　　浅野地区武田先端知ビル内



六
二

〈
注
〉

（
１
） 
清
水
謙
多
郎
の
調
査
に
よ
れ
ば
碑
は
少
な
く
と
も
５
回
移
転
し
て
い
る

（「
朱
舜
水
先
生
終
焉
之
地
」
の
碑
の
変
遷
に
つ
い
て
」）。
現
在
の
位
置

は
駒
込
邸
内
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
後
期
は
駒
込
邸
に
隣
接
す
る
町
屋

で
あ
っ
た
。

（
２
） 

原
祐
�
執
筆
・
編
集
・
発
行
二
〇
〇
八
『「
向
岡
記
」
碑　

保
存
修
復
報

告
書
「
向
岡
記
」
碑
の
研
究　

二
〇
〇
八
年
十
月
十
二
日　

石
原
道
知
、

小
林
善
幸
、
塩
原
都
、
関
岡
裕
之
、
垂
水
李
、
堀
江
武
史
、
原
祐
�
、

森
田
信
博
、
丸
茂
�
美
、
横
山
淳
�
』

（
３
） 

岩
淵
令
治
二
〇
〇
〇
「
は
じ
め
に
～
文
献
調
査
の
経
緯
と
課
題
設
定
、

第
�
節　

発
掘
地
点
の
変
遷
と
拝
領
者
－
水
戸
藩
の
拝
領
屋
敷
の
変
遷
・

小
石
川
邸
の
変
遷
」
文
京
区
遺
跡
調
査
会
『
春
日
町
遺
跡
第
Ⅲ
・
Ⅳ
地

点　

文
京
区
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
第
20
集
』pp.153-159

他

（
４
） 

原
祐
�
、
堀
内
秀
樹
二
〇
〇
六
「
水
戸
藩
駒
込
邸
の
土
地
利
用
状
況―

発
掘
調
査
の
成
果
と
文
献
史
料
の
検
討―

」『
文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
特

別
展　

徳
川
御
三
家
江
戸
屋
敷
水
戸
黄
門
邸
を
探
る
』pp.32-41

（
５
） 

太
田
南
畝　

文
化
五
年
『
向
岡
閑
話　

上
巻
』
関
根
正
直
、
和
田
英
松
、

田
辺
勝
哉
監
修
�
九
七
五
『
日
本
随
筆
大
成　

第
�
期
13
』P.235
所

収

（
６
）
東
京
都
�
九
六
四
『
東
京
市
史
稿　

市
外
編
第
五
十
五
』p.747

（
７
） 

石
井
研
堂
�
九
四
�
「
第
六
編　

宗
教
部　

向
ヶ
岡
弥
生
神
社
」『
改
訂

増
補　

明
治
事
物
起
原　

上
巻
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
�
九
九
七
『
明
治

事
物
起
原
３
』p.433

）

（
８
） 

中
川
泰
昌
編
�
九
六
五
『
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
第
五
巻　

民
論
大
弾

壓
期
』（
再
版
�
九
三
四
初
版
）
明
治
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
頒
布
会

p.108

（
９
） 

中
川
泰
昌
編
�
九
六
五
『
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
第
五
巻　

民
論
大
弾

壓
期
』（
再
版
�
九
三
四
初
版
）明
治
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
頒
布
会p.73

（
10
） 

宮
内
庁
�
九
七
�
『
明
治
天
皇
紀　

第
五
』
吉
川
弘
文
館pp.731-732

（
11
） 

昭
和
九
年
十
二
月
十
日
発
行
、
昭
和
四
十
年
九
月
�
日
再
発
行
『
新
聞

集
成
明
治
編
年
史　

第
五
巻　

民
論
大
弾
圧
期
』
中
山
泰
昌
編
著
、
木

之
内
丑
之
助
発
行
者
、
新
聞
集
成
明
治
編
年
史
頒
布
会p.350

（
12
） 

石
榑
顕
吉
二
〇
〇
〇
「
浅
野
キ
ャ
ン
パ
ス
余
話
」『
工
学
部
ニ
ュ
ー
ス
』

№
358
、
359
、
360
東
京
大
学
工
学
部
ニ
ュ
ー
ス
編
集
室
二
〇
〇
〇
〇
三
〇
�

pp.19-20

（
13
） 

岡
田
靖
雄
�
九
八
�
『
私
説
松
沢
病
院
史―

�
八
七
九
～
�
九
八
〇―

』

岩
崎
学
術
出
版
社

（
14
） 

建
設
省
国
土
地
理
院
所
蔵
・（
財
）
日
本
地
図
セ
ン
タ
ー
複
製
�
九
八
四

「
明
治
十
六
年
第
�
測
期
第
二
測
図　

参
謀
本
部
陸
軍
部
測
量
五
千
分
之

�
ノ
尺
東
京
府
武
蔵
国
本
郷
區
本
郷
本
富
士
町
近
傍
」『
参
謀
本
部
陸
軍

部
測
量
局
五
千
分
�
東
京
図
測
量
原
図
』

（
15
） 

原
祐
�　

二
〇
〇
七
「
弥
生
時
代
名
称
由
来
土
器
発
見
場
所
の
推
定 ―

明
治
十
七
年
本
郷
区
向
ヶ
岡
弥
生
町
の
土
地
利
用
状
況―

」『
國
學
院
大

學
考
古
学
資
料
館
紀
要
』
23
輯pp.125-142

（
16
） 

広
島
県
立
美
術
館
二
〇
〇
九
『―

知
ら
れ
ざ
る
サ
ム
ラ
イ
・
ア
ー

ト―

　

大
名
庭
園
展
』
現
在
、
縮
景
園
の
対
岸
に
桃
が
植
樹
さ
れ
「
長



六
三

水
戸
藩
駒
込
邸
の
研
究　

藩
邸
内
外
の
景
観
と
造
園
の
検
討

堤
桃
花
」
が
再
現
さ
れ
て
い
る

（
17
） 「
西
湖
十
景　
（
中
略
）蘇
堤
遍
植
花
木
、四
季
風
景
不
同
。春
季
桃
紅
柳
緑
、

景
色
尤
佳
。
漫
歩
堤
上
、看
暁
霧
中
西
湖
甦
醒
、新
柳
如
煙
、意
境
動
人
、

故
稱
「
蘇
堤
春
暁
」」
光
復
書
局
編
輯
部
編
著
、
林
春
輝
、
光
復
書
局
企

業
股
份
有
限
公
司
発
行
�
九
九
七
『
中
國
地
理
大
百
科　

浙
江
・
福
建
』

p.76

（
18
） 

之
潮
編
集
部
編
二
〇
〇
七
『
寛
永
江
戸
全
図　

仮
撮
影
版
（
之
潮
編
集

部
編
・
全
２
葉
）』、
金
行
信
輔
二
〇
〇
七
『
寛
永
江
戸
図　

解
説　

之

潮
編
集
部
編　

寛
永
江
戸
全
図　

仮
撮
影
版（
之
潮
編
集
部
編
・
全
２
葉
）

別
冊
）』

（
19
） 

名
著
出
版
�
九
八
六
『
御
府
内
寺
社
備
考
』
第
四
冊
古
義
真
言
宗
・
真

義
真
言
宗
・
臨
済
宗pp.216-218

（
20
） 

９
農
学
部
家
畜
病
院
地
点
出
土
遺
物
の
分
析
は
現
在
執
筆
中
で
あ
る
。

（
21
） 

成
瀬
晃
司
「
新
タ
ン
デ
ム
棟
建
設
予
定
地
点
試
掘
調
査
報
告
」（
未
報
告

�
九
八
八
年
調
査
）

（
22
） 

坪
井
正
五
郎
�
八
八
九
「
帝
国
大
學
の
隣
地
に
貝
塚
の
痕
跡
有
り
」『
東

洋
学
芸
雑
誌
』
第
六
巻
九
十
�
号pp.195-201

他

（
23
） 

文
京
区
�
九
八
五
『
本
郷
区
史
』
復
刻
版
「
第
二
編　

本
郷
通
史　

第

四
章　

江
戸
氏
時
代
の
本
郷　

片
岡
八
郎
の
墳
」�
九
三
七『
本
郷
區
史
』

pp.44-48

、
文
京
区
�
九
六
八
「
Ⅲ
武
家
生
活
の
展
開
と
文
化　

�
武

家
地
の
大
勢　

2
武
家
地
の
整
備　

水
戸
家
別
邸
の
縄
張
り
」『
文
京

区
史
巻
二
』p.303

、
東
京
都
�
九
六
四
『
東
京
市
史
稿　

市
外
編
第

五
十
五
』p.747

（
24
） 

進
士
五
十
八　

二
〇
〇
八
「
風
水
術　

安
心
の
環
境
立
地
計
画
」
株
式

会
社
中
央
公
論
新
社
『
日
本
の
庭
園　

造
園
の
技
と
こ
こ
ろ
』
中
公
新

書
�
八
�
〇
（
二
〇
〇
五
初
版
）

（
25
） 「
明
治
十
五
年
向
ヶ
岡
射
的
場
引
受
ノ
件
」
附
図
『
公
文
録
』
国
立
公
文

書
館
蔵

（
26
） 「
別
邸
平
面
図
」『
明
治
四
十
二
年
調
家
屋
台
帳
』（
青
木
家
文
書　

青
木

誠
蔵
）

（
28
） 

原
祐
�　

二
〇
〇
八
「
東
大
構
内
発
掘
調
査
よ
り　

発
見
さ
れ
た
砲
弾

と
上
野
戦
争
」『
地
域
雑
誌
谷
中
根
津
千
駄
木
』（
季
刊
）
其
の
九
十
三

　

二
〇
〇
九
年
八
月
十
日
発
行pp.79-83

（
29
） 

環
濠
集
落
（
か
ん
ご
う
し
ゅ
う
ら
く
）
は
周
囲
に
濠
を
め
ぐ
ら
せ
た
集

落
で
、
弥
生
二
丁
目
遺
跡
は
昭
和
五
�
（
�
九
七
六
）
年
、
国
指
定
史

跡
に
指
定
さ
れ
た
。
方
形
周
溝
墓
（
ほ
う
け
い
し
ゅ
う
こ
う
ぼ
）
は
弥

生
時
代
の
墓
で
、
検
出
し
た
墓
は
遺
体
を
埋
葬
し
た
土
壙
（
ど
こ
う
）

が
四
条
の
溝
で
方
形
に
囲
ま
れ
て
い
た
。

（
は
ら　

ゆ
う
い
ち　

東
京
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
）


